
1ＳＳＮＯ９１２－３９４６

京京

原著

来田宣幸他：等尺性筋力の増大および減少局面におけるﾅる
..……・・・１

覺の関係・・・1３
筋・神経系活動……………・……………１

長谷|||豪志他：安静時呼気中一酸化炭素濃度と喫煙習慣の関係…１３
新矢博美他：女子大学生の身体活動量と体構成

および筋力の14年間における変化・…

資料

金尚憲：筋電図による吊輪のプレス倒立の解析…

京都体育学会だよりNo.２４……･…………

話題提供…………･…………………･…

活動報告…………………………･…・…

．………・１９.……・…１９１１

・・・・・・・・・・・２５１１・・・・・・・・・・・２５

・・・・・・・・・・・３１.……・・・・３１１１

.・・・……・３９１１・・・・・・・・・・・３９

・・・・・・・・・・・４４・・・・・・・・・・・４４

第Ｘザ京都体育学会体育学会

平成13年５月



C夕ＭＢｌＩｌｉ蓼》ｌＩｉ蓼/iiiilill’
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
マ
シ
ン
。

ココピエアロバ賊二ＬＨ三口

図瞳＝

その自由度が､スペースにフィッﾄ｡コンセプトにフィッﾄ。
ハイブリッド電源の搭載により電源コードが消えた｢エアロバイク820｣。設置場所に縛られないレイ

アウトフリーを実現｡さらにプログラムのカスタマイズ機能により､施設のコンセプトや顧客ニーズに応

じたメニューが設定可能です｡あらゆる点で自由度がアップした､待望のフリースタイルマシンです。

プログラムメニュー:体力テスト､一般トレーニング､減量トレーニング､マニュアルトレーニング､オリジナル(定脈拍･パターン)トレーニング

●設置場所を選べる自由。●プログラム設定の自由。●見やすし､、
バッテリー＋自家発電十AC電源を状況に応じ体力テストは｢ランプ方式｣と｢ステップ方式」大型液晶画面に操イ

て使い分けるハイブリッド電源を採用。電源設から選べるほか､各トレーニング機能を自由に等をわかりやすく表尻

備に左右されずに自由自在にレイアウト｡消費組み合わせ､独自のプログラム設定が可能なも操作は簡単｡この

電力は当社比60％削減を実現。カスタマイズ機能を搭載。きめ細やかな配慮が

，

価格410,000円(税別）
[プリンター(オプション):価格50,000円(税別)］

●見やすい､操作がしやすい。
大型液晶画面に操作手111頁やトレーニング経過

等をわかりやすく表示するので､初めての人で

も操作は簡単｡この他､使いやすさを追究した

きめ細やかな配慮がいっぱい。

O120-414333
受付時間９:00～17:30(土･日･祝日を除く）
*エアロバイクはコンビの登録商標です。
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等尺性筋力の増大および減少局面における筋･神経系活動

来田宣幸＊ 小田伸午*＊

Neurolnuscularactivitiesduringincreasinganddecreasing
fbrceofisolnetriccontractions

NoriyukiKIDA，ＳｈｉｎｇｏＯＤＡ

Abstract

Theohjectwastoinvestigatemuscleactivitiesduringincreasinganddecreasingfbrceofisometric

contractionmenmalesuhjectsperfbrmedelbownexionandextensionwithisometricfbrceincreasing

linearlyfi･omzeroto70％maximalvoluntarycontraction(MVC)andimmediatelydecreasingfrom７０％MVC

tozeroSurfaceelectromyographic(ＥＭＧ)activitiesfi･omthebicepsbrachii(ＢＢ)andtlicepsbrachii(ＴＢ）

wererecordedForcetremorrootmeansquare(rms),ＥＭＧｒｍｓ,EMGmeanpowerfrequency(MPF),ａｎｄ

thepeakvalueofcrosscorrelationcoefTicientsbetweenagonistandantagonistEMGswerecalculatedfbr

eachlOOOmsperiodForcetremorrmsinthedecreasingphasewerehigherthanthatintheincreasing

phase,whilenosignificantmcreaseinagonistEＭＧｒｍｓｗａｓｆｂｕｎｄｂｅｔｗｅｅｎｂｏｔｈｐｈａｓｅｓ・Antagoｎｉｓｔ

ＥＭＧｒｍｓｉｎｔｈｅｄｅｃｒｅａｓｉｎｇｐｈａｓｅwashigherthanthatintheincreasingphaseThecrosscorrelation

levelsbetweenagonistandantagonistEＭＧｓｉｎｔｈｅｄｅｃｒｅａｓｉｎｇｐｈａｓｅｗｅｒｅｈｉｇherthanthoseinthe

increasingphase・Theseresultssuggestthattheincreaseinfbrcetremorrmsinthedecreasingphaseis

causedbythesynchronizationoffhingofmotoneurons,notbytherecruitmentofthemotorunit,andthat

agonist-antagonistmusclepairsarecontrolledasasingleunitbyacommoncentraldliveespeciallyin

thedecreasingphase．

keyword:isometricfiDrce,ｓｕＩｆａｃｅＥＭＧ,fbrcetremonagonist-antagonistmuscle

線的に増大させると、筋電図の振幅値が増大し、運動

単位は運動強度に応じて、細胞体の大きさの順に順序

正し〈動員されることを示した。また、筋電図の周波

数分析では、Ｍｕｍたち26)は筋力を５段階のレベルで

発揮させ、上腕二頭筋の筋電図における平均周波数

1．緒言

筋の発揮張力は、運動単位の動員と運動単位のイン

パルス発射頻度によって調節される4.16)。Moritani＆

deViies22)およびLaw1℃､Ce＆DeLuca2o)は、筋力を直

*京都大学大学院人間・環境学研究科：GradmateSc/Zoo/o/Ｈ皿'７０α'１α'０ｄＢ'zujro"'7Le"taJSmdZes,幻otoUmuemZy，
八肋o""zats必cho,ＹｂＷｄａ,ＳαﾉﾚyMzL,幻oro606-8501

**京都大学総合人間学部：F1aczJﾉb'0/Y"regγαｔｅｄＨｕｍａ,zSmdjes,幻otoU7zj【ﾉersjZy
lVZho"ｍａｔｓ必c/to,ＹｂＷｄａ,Ｓαﾉﾚyo-肋,幻oto606-850Z
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行わせ、拮抗筋である上腕三頭筋の振幅値が増大する

ことを報告している。これらの研究より、筋力を増大

および減少させる課題における神経系活動としては、

相反神経支配による拮抗筋抑制だけでなく、主働筋と

拮抗筋の共収縮活動が含まれることが推察される。

DeLuca＆Mamblito11)は指関節を固定させることで

主働筋と拮抗筋の共収縮を行わせ、主働筋と拮抗筋に

おける運動単位のインパルス発火頻度の相互相関を求

めた。その結果、主働筋と拮抗筋の筋活動の間には非

常に高い相互相関がみられ、このことよりDeLuca＆

Mamblitoは、上位中枢は主働筋と拮抗筋に対して共

通の運動指令を入力させ、別々の運動単位をひとつの

ユニットであるかのように興奮させていると主張した。

筋力の増大と減少局面において、拮抗筋の活動レベル

および主働筋と拮抗筋における共収縮活動の程度を検

討した先行研究は非常に少ない。主働筋と拮抗筋の間

に共通の運動指令が入力されるか否かを明らかにする

ための－方法として、主働筋と拮抗筋の筋活動の間に

おける相互相関分析を行うことが有効と考えられる型)。

本研究では筋力を直線的に増大ざせ直ちに減少させ

る課題を行わせ､筋力と筋電図活動およびfbmetremor

の分析から、筋力の増大局面と減少局面における運動

単位の活動様相を比較した。また、主働筋活動と拮抗

筋活動の関わりについて明らかにするために、筋力の

増大局面と減少局面における主働筋と拮抗筋の筋電図

活動の相互相関分析を試みた。

(MeanPowerH℃quency;MPF）は筋力レベルが高く

なるにつれて高い値を示すことを報告した。このこと

よりＭｕｍたちは高い筋力レベルでは高い閾値の運動

単位、すなわち速筋線維の動員により平均周波数が増

大すると主張した。これらの筋力と筋電図活動の関係

を検討した研究により、ヒトが筋力を漸増させる局面

における運動制御は「サイズの原理」に従うことが明

らかとなった。しかし、筋力の減少に伴う筋電図活動

の変化に関する研究は非常に少なく、その運動制御機

構については不明な点が多い。

筋力発揮中、筋力曲線には不随意的で周期的な揺れ

が含まれている。この揺れはfbTcet1℃、orと呼ばれ､そ

の生理学的な発生機序を探る研究がみられる。Elble＆

Randall13)、Joyce＆Raek18)、Sakamotoたち30)による

と、等尺`性の発揮張力が大きくなるとfbmetremorの

振幅値も増大し、これはサイズの大きな運動単位の動

員を反映すると考えられている。また、Hagbarth＆

Young'4)､Mhala＆Sakamoto2)は、発揮張力を長時

間一定に保つと、筋疲労によりfbme伽、orの振幅値

は大きくなることを示し、また、数学的なモデルによ

る検討を通して､ｈ℃etI℃morの振幅値は運動単位の動

員および運動単位の発火の同期化を反映することを示

唆した2,12.30.31)。以上のように､従来一定の筋力を保

持するときのfbmetmemorに注目した研究は行われて

きたが、筋力を減少させる局面におけるfbrcetI℃ｍｏｒ

に注目した研究はみられない。

Shenington33）はネコの特定の大脳皮質運動野を電

気刺激することで、主働筋が活動すると同時に、拮抗

筋が抑制ざれ弛緩することを示し、相反神経支配の概

念を確立した。以来、主働筋と拮抗筋の関係に多くの

研究者の関心が寄せられてきた5,35)。ここで注目すべ

きは、拮抗筋の活動は相反抑制を受けるが、全く筋電

図活動がみられないのではなく、わずかながら筋電図

活動がみられることが報告されている点である｡Yang

＆WinteIs5）は、最大随意筋力（ManmalVOluntaIy

Contraction;MVC）および50%MVC、3096ＭVＣの等

尺』性肘伸展力を発揮したとき、発揮筋力レベルが高く

なると拮抗筋である上腕二頭筋の活動も高くなると報

告している。また、BemaIdiたち5）は等尺`性肘屈曲力

を３秒間で最大筋力までランプ式に増大させる課題を

Ⅱ研究方法

Ａ被験者

被験者は成人男子10名で、被験者の年齢、身長、体

重はそれぞれ､22.3±6.0(平均値±標準偏差)歳､1731

±３９ｃｍ、６９．９±9.3kgであった。被験者の利き腕は

全員右であった。

Ｂ、実験手順

被験者は座位姿勢をとり、体幹部を垂直に立て、前

腕部をベルトで測定台に固定した。前腕部と体幹部の

角度は90゜とし、肘関節の角度は120.とした。前腕は

最大回内位と最大回外位の中間位をとった28)。

－２－



等尺性筋力の増大および減少局面における筋・神経系活動

はじめに､被験者は試行間に60秒間の休息をとりな

がら、３秒間の最大肘屈曲力および最大肘伸展力発揮

をそれぞれ３試行発揮した。３試行中の最大値を最大

随意筋力とした。

被験者はオシロスコープ上に表示される筋力値を視

覚的に追従することによって、等尺'性筋力を直線的に

５秒間で70%ＭＶＣまで増加させ､直ちに直線的に５秒

間で096ＭVＣまで減少させた。肘屈曲力を発揮させる

課題（肘屈曲課題）と肘伸展力を発揮させる課題（肘

伸展課題）の２つの課題を行った。全被験者のうち半

数は肘屈曲課題を先に行い、残りの被験者は肘伸展課

題を先に行った｡被験者は試行間に60秒間の休息をと

りながら、各課題につき４試行ずつ行った。被験者は

全員利き手である右腕で筋力発揮を行い、左腕は右腕

と同じ関節角度で固定した。

２．表面筋電図

上腕二頭筋(BicepsBmchii;ＢＢ)長頭と短頭の中間

位および上腕三頭筋（HicepsBrachii;ＴＢ）外側頭か

ら双極誘導法にて表面筋電図を導出した。それぞれ直

径1ｍｍの銀球電極（UL3010;ユニークメディカル社

製）を装着し、電極間距離は2ｃｍとした。筋電図デー

タを、１kHzのサンプリング周波数でデジタルレコー

ダー（DR-F3a;ＴＥＡＣ社製）に記録し28)、パーソナル

コンピュータにより、データ分析ソフト（DADiSP／

PROver40;アストロデザイン社製)を用いて､オフラ

イン処理により分析を行った。

Ｄ、データ分析

ｌ課題につき４試行を行ったが、ｌ試行ごとに筋力

データおよび筋電図データを分析し、４試行の平均値

を各被験者の代表値とし､全被験者の平均値を求めた。

筋力の切り返し時点を基準として1000,sごとの区間

に分け、Ｆｉｇｌに示したように、各1000,sの区間に増

大局面をmclからmc5、減少局面をdec5からｄｅｃｌま

での区間番号をつけた。筋電図の開始から筋力の立ち

上がり開始までの間には遅れ時間がある

(Electromechanicaldelay;ＥＭＤ）７．２７)。NolTnan＆

Komim）は等尺`性の筋力を発揮する場合、上腕二頭筋

Ｃ・データの記録

１．筋力

張力計(TU-BHTEAC社製)から得られた筋力デー

タを、１kHzのサンプリング周波数でデジタルレコー

ダー（DR-F3a;ＴＥＡＣ社製）に記録した28)。
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てクロススペクトルを求め、逆高速フーリエ変換を用

いて相互相関係数を求めた（Fig.1)。その結果、時間

遅れゼロ付近にピーク値が観察され、この値をそれぞ

れの区間において求めた24)。

筋力の立ち上がり期、および増大から減少への切り

返し時点は発揮筋力が目標とする値からずれやすい。

そこで、筋力の立ち上がりおよび切り返しの影響を受

けずに安定した筋力を発揮している区間として､Fig.２

に示したｍｃ２とdec2およびｍｃ４とdec4の４区間にお

ける筋電図活動の平均値を求め、増大局面と減少局面

の比較を行った。

のＥＭＤは41,s、上腕二頭筋は20,sであると報告し

ている｡ＥＭＤは弾`性要素の伸展潜時が－要因であり7)、

本実験のように筋力の発揮中であれば､弾性要素はあ

らかじめ伸展されており、ＥＭＤはより短くなること

が考えられる。それに加えて、今回はlOOOmsの時間

幅で筋電図の分析を行ったため、ＥＭＤの時間的影響

は小さいと考えられる。したがって、本研究では筋力

と同時刻における筋電図データを採用し、区間ごとに

以下の通り分析を行った。

１．筋電図

筋電図活動については、平均振幅値（rootmean

square;,Tns）および平均周波数を求めた。主働筋の

ｒｍｓについてはInclの値を基準に正規化を行った。

MoIitaniたち型)の方法に従い､相互相関分析を行った。

主働筋と拮抗筋の筋電図より高速フーリエ変換を用い

２．ｆｂｍｅｔ１℃、ｏｒ

筋力曲線から低周波数成分を数値フィルター（1Ｈｚ

のハイパスフイルター）によって除去し､fb1℃et1℃、ｏｒ

を求め（Fig.1)、平均振幅値(Ims）および平均周波数

(MPF）を求め、ｉｎｃ２とdec2およびmc4とｄｅｃ４にお

ける平均値について比較を行った｡fb1℃etlnemorのＩｍｓ

についてはInclの値を基準にして正規化を行った。
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図データの平均値の比較には、反復測定による分散分
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たDunnettのt検定による多重比較を行い､５％水準を

有意とした。

増加局面と減少局面における筋電図活動の平均値の
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Ⅲ結果

Ａ・筋力

肘屈曲課題および肘伸展課題における筋力と筋電図

の典型例を示した（Fig.1)。筋電図活動を増大局面と

減少局面で比較する際、発揮している筋力が増大局面

と減少局面で異なっていないことを確認する必要があ

２
０
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Ｌ－－Ｉｎｃ－－」Ｌ＿＿Ｄｅｃ－－」 る。分析区間ｍｃ２とdec2およびｍｃ４とｄｅｃ４における

T1mecoursechangesinIOrceandagonistEMGrms(N=10,筋力を、増大局面と減少局面で比較した結果、肘屈曲
mean+SE)upper:eIbowfIexion,lower:elbowextension課題および肘伸展課題ともに、発揮筋力の平均値には
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差が認められなかった（Fig.3)。以後、ｍｃ２とｄｅｃ２を

発揮筋力レベルが低い場合､mc4とdec4を発揮筋力レ

ベルが高い場合と表現する。

なかった（Fig3下段)。一方、肘伸展課題における上

腕三頭筋では、発揮筋力レベルが高い場合に、増大局

面と比較して減少局面で有意に低い値を示した

(p<0.05)。

Ｂ・筋電図平均振幅値

1．主働筋

筋力発揮に伴う主働筋の,Tnsにおける平均値の変化

をFig.２に示した｡肘屈曲課題における上腕二頭筋、お

よび肘伸展課題における上腕三頭筋のnns値は、筋力

の増大に伴い増大し（BB;Ｆ(4,36)=73.3ｐ<001,ＴＢ；

F(4,36)=19.7ｐ<001)、筋力の減少に伴い低下した

(BB;Ｆ(4,36)=79.8p<0.01,1Ｂ;Ｆ(4,36)=１８１ｐ<0.01)。

主働筋のrmsを増大局面と減少局面で比較すると、

肘屈曲課題における上腕二頭筋では、発揮筋力レベル

が低い場合および高い場合ともに、有意差は認められ

２．拮抗筋

筋力発揮に伴う拮抗筋nnsの変化をＦｉｇ４に示した。

肘屈曲課題における上腕三頭筋、および肘伸展課題に

おける上腕二頭筋ともに､筋電図活動が観察されたが、

それらのmls値は主働筋に対して10％程度と非常に低

い値であった。肘屈曲課題および肘伸展課題ともに、

筋力の増大に伴いｒｍｓは増大し（TB;Ｆ(4,36)=７３３

p<0.01,ＢＢ;Ｆ(4,36)=19.7ｐ<001)、筋力の減少に伴い

ｒｍｓは低下した（ＴＢ；Ｆ(4,36)=79.8ｐ<0.01,ＢＢ；

F(4,36)=１８１ｐ<0.01)。
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拮抗筋の,ｍｓを増大局面と減少局面で比較を行うと

(Fig.4)、肘屈曲課題では発揮筋力が高い場合に、肘伸

展課題では発揮筋力レベルが低い場合および高い場合

ともに、増大局面と比較して減少局面のnnsが有意に

高い値を示した。

けるＭＰＦの平均値に差は認められなかった（ＴＢ；

F(4,36)=0.33ｎs)。増大局面と減少局面で比較を行う

と、肘屈曲課題において、発揮筋力レベルが高い場合

に､増大局面と比較して減少局面のMPFが有意に低い

値を示した（p<001)。

Ｃ・筋電図平均周波数

１．主働筋

筋力発揮に伴う主働筋のMPFの変化をFig.５(上段）

に示した。肘屈曲課題における上腕二頭筋、および肘

伸展課題における上腕三頭筋ともに､MPFの値は発揮

筋力の増大に伴い増大した（BB;Ｆ(4,36)=4.15p<0.01,

ＴＢ;Ｆ(4,36)=331p<005)。また、肘屈曲課題では、発

揮筋力レベルが低下するとMPFの値も低下した(BB

F(4,36)=5.48p<0.01)。肘伸展課題では、減少局面にお

２．拮抗筋

拮抗筋におけるMPF値の変化をFig.５（下段）に示

した。肘屈曲課題における上腕三頭筋、および肘伸展

課題における上腕二頭筋ともに、筋力の増大局面で

ＭＰＦの値は減少し（TB;Ｆ(4,36)=63.5ｐ<001,ＢＢ；

F(4,36)=3.47ｐ<０．０１)、減少局面で増大した（ＴＢ；

F(4,36)=450ｐ<001,ＢＢ;Ｆ(4,36)=225p<005)。これ

は､主働筋におけるMPF値の変化パターンとは反対の
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傾向であった。
Ⅳ、考察

Ａ主働筋筋電図活動

ｌｌＴｎｓ

本研究では、肘屈曲課題および肘伸展課題ともに筋

力の増大に伴い、，Tnsの値が増大した。筋の張力発揮

は、動員されている運動単位の数と運動単位のインパ

ルス発火頻度によって調節される4.16)。筋力発揮制御

において運動単位の動員を中心に制御するのか、運動

単位の発火頻度を中心に制御するのかは、筋の種類に

よってその制御方法が異なる10)｡DeLucaたち9)は､上

腕二頭筋および上腕三頭筋などの大きな筋群では、筋

力の増加に伴い9096ＭVＣまでは､主に運動単位の動員

Ｄ、ｆｂｍｅｔｒｅｍｏｒ

数値フィルターにより低周波数成分を除去したfbrce

tremor（Figl）の平均振幅値（,ｍｓ）および平均周波

数（MPF）の平均値をFig.６（上段）に示した。fbme

tremorのnnsは、肘屈曲課題および伸展課題ともに、

筋力の増大に伴い増大し（肘屈曲；Ｆ(４，３６)=６３．９

p<0.01,肘ｲ申展;Ｆ(4,36)=１８１ｐ<001)、筋力の減少に

伴い減少した（肘屈曲;Ｆ(4,36)=33.6ｐ<001,肘伸展；

F(4,36)=265p<0.01)。

肘屈曲課題において、発揮筋力レベルが低い場合お

よび高い場合ともに、減少局面におけるfbrcet1℃、ｏｒ

の,ｍｓが増大局面と比較して有意（p<0.05）に高い値

となった（図６下段)。肘伸展課題では、発揮筋力レベ

ルが高い場合において､減少局面のfb1℃etremorのrms

が増大局面と比較して有意に高い値となった

(p<0.05)。筋力の増大および減少に伴うfb1℃et1℃、ｏｒ

のMPFの平均値については､発揮筋力レベルの違いに

よって有意差は認められず、およそ８Hzであった。
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主働筋と拮抗筋における筋電図相互相関係数のピー

ク値をFig.７（上段）に示した。肘屈曲課題および肘伸

展課題ともに、相互相関係数のピーク値は、筋力の増

大に伴い増大した（肘屈曲;Ｆ(4,36)=394ｐ<0.01,肘伸

展;Ｆ(4,36)=3.01ｐ<0.05)。一方、減少局面では筋力レ

ベルの違いによる筋電図相互相関係数のピーク値に差

は認められなかった（肘屈曲;Ｆ(4,36)=188ns,肘伸展

;Ｆ(4,36)=18411s)。

相互相関係数のピーク値を増大局面と減少局面で比

較を行った（Fig.7下段)。肘屈曲課題では、発揮筋力

レベルが低い場合および高い場合ともに、増大局面と

比較して減少局面における相関係数のピーク値が有意

に高い値を示した。また、肘伸展課題では発揮筋力レ

ベルが低い場合に、増大局面と比較して減少局面にお

ける相関係数のピーク値が有意に高い値を示した。
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運動単位、すなわち速筋線維の動員が増大したことに

よると考えられる。また､本研究の肘屈曲課題では､発

揮筋力レベルが低下すると、それに伴ってMPFの値も

低下した。これは活動していた動員閾値の高い運動単

位から先に発火を停止したこと（脱動員）によるもの

と推察される。

によって筋力の調節が行われることを明らかにした。

本研究は7096ＭVＣまでの出力範囲において実施され

たことから、本実験における筋力発揮の増大および減

少の調節は主に運動単位の動員および脱動員によると

考えられる。筋電図,ｍｓは運動単位の動員と運動単位

の発火頻度様相の両者を反映するといわれており3)、

今回の実験の場合、筋力の増大に伴う,Tnsの増大およ

び筋力の減少に伴う,Tnsの減少は、それぞれ主に運動

単位の動員および脱動員を反映すると考えられる。

本研究では、肘屈曲および伸展課題の増大局面にお

いてｍｃ４(約50％MVC）の時点より、nsの急激な増大

が観察された。Ｋｏｍｉ＆Buskilk19)、Lawrence＆De

Luca20)、およびMoritani＆deViies22)は筋力を直線的

に増大させると、高い筋力レベルにおいて筋電図活動

が急激に増大すると報告しており、本研究はこれらの

結果に一致した。単一の筋線維から生じる活動電位の

振幅の大きさは線維の直径に比例する3)｡速筋線維は、

一般に直径が大きく29)、運動単位の活動電位の振幅は

遅筋線維と比較すると大きい。したがって、本研究に

おいてInc4の時点より急激にmlsが増大したのは、速

筋線維を支配する運動単位の新たな動員を反映するも

のと推察できる。

Ｂ・ｆｂ１℃etremor

本研究において、筋力の増大に伴いfbrcetrelnorの

振幅値が増大し、筋力の減少に伴いfb１℃etI℃morの振

幅値が減少した。Stiles＆Randall34)、Elble＆

Randall13)、Joyce＆Raek18)、およびSakamotoたち30）

は、等尺性の発揮張力が大きくなるとfb1℃e伽、orの

振幅値も増大することを示した。彼らは、発揮張力の

増大は大きな運動単位の動員によって制御され、発揮

張力が増大するにしたがって新たに動員される大きな

運動単位によるtwitchの振幅が大きくなり、そのため

にfb１℃etnemorの振幅値も増大すると考察した。Elble

＆Koller12)、Sakamotoたち３０３１)、およびArihara＆

Sakamoto2)は、数学的なモデルを用いてfbmetl1emor

の振幅値は運動単位の動員数の増大が一因であること

を示した。前述の通り、本研究で実施した出力範囲で

は運動単位の動員と脱動員を中心にして制御されるも

のと考えられる9)。したがって､今回の実験の場合､筋

力の増大に伴うfbrcetremorの増大および筋力の減少

に伴うfbrcetremorの減少は、それぞれ主に運動単位

の動員数の増大および脱動員を反映すると考えられる。

本研究において、肘屈曲課題および肘伸展課題とも

に発揮筋力レベルが高い場合において､fbmetremorの

振幅値は増大局面と比較して減少局面で高い値を示し

た。AIihara＆Sakamoto2）は、運動単位の動員およ

び運動単位の発火の同期によって､fbI℃etI℃morの振幅

値が増大すると報告している。しかし、肘伸展課題に

おける主働筋のmlsは、増大局面と比較して減少局面

で有意に低い値を示し、肘屈曲課題では有意な差は認

められなかった。したがって、減少局面では増大局面

と比べて多くの運動単位が動員されているとは考えに

くい。一方、本研究の肘屈曲課題では主働筋筋電図の

MPFが増大局面と比較して減少局面で有意に低い値を

示し､筋電図のMPFが低い値となる要因のひとつに運

２．MPF

Munoたち26)は，筋力を５段階のレベルで発揮させ

たときに､上腕二頭筋の筋電図におけるMPFは筋力レ

ベルが高くなるにつれて高い値を示すことを報告した。

また、Molitani＆Mum23）およびＢｍｍａｎたち6）は、

筋力を低いレベルから高いレベルまでグレーディング

して出力した場合に、上腕二頭筋のＭＰＦは8096ＭVＣ

までは直線的に増加すると述べている。本研究では、

主働筋筋電図のMPFは発揮筋力の増大に伴い増大し、

上記の先行研究に一致した。Moritaniたち25）は、

5096ＭVCにおける足底屈を５秒間発揮した場合､腓腹

筋のタイプⅡｂ線維の割合と同筋から記録された表面

筋電図のＭＰＦの間に有意な正の相関が見られること

を示した。また､ＭＰＦと筋線維の伝導速度の間には相

関があり’)、大きな運動単位の伝導速度は速いことが

報告されている32)。したがって、筋力の増大に伴う

MPFの増大は､筋力レベルの増大に伴って高い閾値の

－８－
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動単位の発火の同期化が挙げられる21)｡したがって､本

研究の減少局面においてfbrcetremorの振幅値が増大

局面と比較して大きな値を示したのは、運動単位の動

員数の影響ではなく、運動単位の同期によるものであ

ると推察される。

ｔＩ℃morの振幅値は目標とする筋力レベルからのずれ

と考えることができ、筋力を減少させる局面で伽、ｏｒ

の振幅値が大きいと言うことは、減少局面では正確に

追従運動することが難しいことを意味する。今回の実

験条件は、視覚情報を被験者に与えた者であり、した

がって、視覚情報を元にした筋力減少の制御は同条件

の筋力増大の制御に比較して難しいということが明ら

かとなった。

で異なっていたことが推察される。今後、本実験で観

察された拮抗筋活動と同程度の筋活動をランプ式筋力

の主働筋として活動させた場合において､MPFの値が

増大・減少局面でどのように変化するかについては検

討する必要がある。

DeLuca＆Mambrito11)は指関節を固定させるため長

母指屈筋と長母指伸筋を共収縮させたとき、運動単位

のインパルス発火頻度が互いに共通して変動すること

を示した。その結果から、上位中枢より主働筋と拮抗

筋に対して共通の運動指令が入力し、主働筋と拮抗筋

の別々の筋がひとつのユニットであるかのように興奮

すると主張した｡Molitaniたち型)は３週間のパワート

レーニングを行い、その前後で上腕二頭筋の長頭と短

頭から筋電図を導出して相互相関係数を求めた。その

結果、トレーニング後に相関係数のピーク値が高くな

り、これはトレーニングにより運動単位活動の同期性

が高まったことによると考察した。CaITたち8)は、腹

直筋を収縮させる課題を行わせ、左右の腹直筋から筋

電図活動を導出して相互相関分析を実施した。その結

果、有意な相関関係が認められ、大脳一側半球を磁気

刺激すると両側の腹直筋から筋電図が誘発されたこと

とあわせて、上位中枢から左右の腹直筋へ共通の運動

指令が入力すると考察した。これらの先行研究より、

本研究の主働筋と拮抗筋の筋電図の相互相関係数ピー

ク値は主働筋と拮抗筋の共収縮活動の程度を示すこと

が示唆される。

本研究において、相互相関係数のピーク値は、肘屈

曲課題および伸展課題ともに発揮筋力レベルが増大す

るにつれて高い値を示した。したがって、発揮筋力レ

ベルが高くなるに伴い、中枢から屈筋と伸筋の両方の

運動ニューロンを興奮させる共通の運動指令の入力が

増大し、その結果、拮抗筋の筋活動が高まったものと

推察できる。しかしこのとき、相反神経支配による拮

抗筋活動の抑制が同時になされたため、観察された拮

抗筋のnnsの値は主働筋のmlsに比べて小さな値を示

したと考えられる。

減少局面では筋力レベルの低下に伴って相関係数の

ピーク値の低下は認められず、減少局面では相関係数

ピーク値は高値を維持したままであった。さらに、増

大局面と比較して減少局面における相関係数のピーク

Ｃ・拮抗筋活動

肘屈曲課題および肘伸展課題ともに拮抗筋からも筋

電図活動が観察された。しかし、拮抗筋からのmlsは

主働筋に対して10％程度と非常に低い値であった。こ

れは、相反神経支配により拮抗筋活動が抑制されたた

めと考えられる33)。先行研究によれば、主働筋が活動

する際に拮抗筋からは全く筋電図活動が見られないの

ではなく、わずかながら筋電図活動が見られることが

報告されている５．１５３５)。Ｙａｎｇ＆Winter35）は、

30％MVC､５０%MVC､10096ＭVＣの等尺`性肘伸展力を

発揮したとき、発揮筋力レベルが高くなると拮抗筋で

ある上腕二頭筋の活動も高くなると報告している。

HebeItたち'5）は等尺性肘屈曲力を発揮したとき、筋

力レベルが高くなると、拮抗筋である上腕三頭筋の筋

活動も高くなるが、その活動レベルは主働筋活動の

20％以下であると報告している。また､BemaIdiたち5）

は等尺性肘屈曲力を３秒間で100％ＭＶＣまでランプ式

に増大させる課題を行い、拮抗筋である上腕三頭筋の

mlsが増大することを報告している。

肘屈曲課題および肘伸展課題ともに､拮抗筋のＭＰＦ

は筋力の増大局面で減少し、減少局面で増大し、主働

筋におけるＭＰＦ値の変化パターンとは反対の傾向で

あった。ＭＰＦの値は運動単位の動員6.33)や筋線維組

成25)を示すといわれているが､本実験における拮抗筋

の活動は主働筋に対して非常に低い値であり、このた

めに本研究のＭＰＦの変化パターンが主働筋と拮抗筋
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値が有意に高い値を示した。このことは、筋力の減少

局面では、増大局面と比較して、主働筋だけでなく拮

抗筋に対して共通の入力をドライブさせる神経系活動

がより著しく働いていたことを示唆する｡このために、

減少局面の拮抗筋、nsの値が、増大局面と比較して高

まったものと考えられる。

減少局面における拮抗筋のnnsの値が増大局面と比

較して高くなるのは、筋力を減少させる課題に神経系

が慣れていないことがその一因として推測されるが、

本実験で用いた筋力減少の課題をトレーニングすれば

減少局面における拮抗筋活動が低下するかどうかにつ

いては今後の検討課題としたい。
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Ｖ・総括

本研究は筋力の増大局面と減少局面の筋活動を比較

した。１０名の成人男子を被験者として、等尺`性肘屈曲

力および肘伸展力を目標筋力レベル（70％MVC）に対

して、直線的に増大・減少させた。上腕二頭筋と上腕

三頭筋から筋電図を導出し、1000,ｓごとにfbrce

tmemorの､ns､筋電図の、ns､MPFおよび主働筋と拮

抗筋における相互相関係数のピーク値を求めた｡fblnce

伽､orの､nsは増大局面と比較して減少局面で有意に

高い値を示したが、主働筋のnnsでは、減少局面での

有意な増大は認められなかった。拮抗筋の、nsは主働

筋のrmsに比べて非常に低い値を示し、また、拮抗筋

のImsおよび相関係数のピーク値は、増大局面と比較

して減少局面で有意に高い値を示した。これらの結果

より、減少局面においては、運動単位の動員の増大で

はなく、運動単位の発火の同期によってfbrcetremor

のnnsが大きくなったものと推察される。また、筋力

の減少局面では増大局面に比較して、主働筋だけでな

く拮抗筋に対して共通の入力をドライブさせる神経系

活動がより著しく働いたと推察される。
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安静時呼気中一酸化炭素濃度と喫煙習』慣の関係

長谷川豪志鳥居寛範松田幸

Relationshipbetweencarbonlnonoxidconcentrations

inrestingexpiredairandsmokinghabits

ＨｉｄｅｓｈｉＨＡＳＥＧＡＷＡ，ＨｉｒｏｎｏｒｉＴＯＲＩＩａｎｄＫｏｕｚｏｕＭＡＴＵＤＡ

Abstract

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｉｎｖｅstigatetherelationshipbetweencarbonmonoxide(ＣＯ）

concentrationsinrestingexpiredairandsmokinghabits,Ｔｈｅ３５ｓｍｏｋｅｒｓａｎｄｌ６１ｎｏｎ－ｓｍｏｋｅｒsparticipated

inthisstudyThisstudyinvolvedcollegestudentsandmembersofstaHTheCOconcentrationsinthese

subjectsweremeasuredusingtheBedfbntnewmicrosmokerlyze工

Ｔｈｅｒｅsultsofthemeasurementsinsmokerandnon-smokergroupsareasfbUows・

Ａｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔｄｉｆｆｂｒｅｎｃｅ（ｐ＜０．００１）ｏｆｔｈｅＣＯｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎｓｉｎｅｘｐｉｒｅｄairbetween

smokers(17.114±14.000ppm)andnon-smokers(2.130±0.852ｐｐｍ)wasobserved・Ofthesmokersgroup，

therewerellstudentswhoseexpired-airCOlevelwasbelowlOppm,althoughtheleveloverlOppmwas

generallyusedtoidentifyasubjectassmokers

Thedailycigaretteconsumptionandthenumberofyearssmokingweresignificantly(p<005~0.001）

correlatedwithnicotine/tarcontentinacigaretteTheCOconcentrationinrestingexpired-airinsmokers

wascorrelatedwithnicotine/tarcontentinacigarette

Theseresｕｌｔｓｓｕｇｇｅｓｔｔｈａｔｌｏｎg-termheavysmokerslikeahighernicotine/tarcontentofcigarette，

whichisassociatedwithahigherCOConcentrationinrestingexpired-airinsmokers・

AsamemberofthisUniversity〕concernedwiththehealthandphysicaleducationofthestudents，

therefbrelbelievethatwemustseriouslyconfrontthisproblemandeducatethosewhoareprofbssionally

concernedaswellasthosewhoarethevictims．

ppmであり、この数字は自動車の排気ガス中のＣＯ濃

度に匹敵する3)。肺に吸い込まれた煙中ＣＯ濃度は300

～400ppmに低下する３８)が、たとえ低濃度とはいえ、

ＣＯそのものが有毒ガスであることには、間違いない。

そしてＣＯは、喫煙により体内に入ると血液中のヘ

モグロビン（Ｈｂ）と結合してカルポキシンヘモグロビ

ン（COHb）の形をとる。Ｈｂは酸素（０２）の運搬に童

目的

タバコの煙の中には、一酸化炭素（ＣＯ)、ニコチン、

タール類等､約4000種類にも及ぶ化学物質が含まれて

いるし6.13)。これらの中でもＣＯとニコチンは身体作

業能力や呼吸循環機能に大きな影響を与える2)。

いわゆるタバコ煙中のＣＯ濃度は20,000～60,000

京都産業大学：KyotoSangyoUmversityKamigamo-Motoyama,Kita-kuKYOTO,603-8555-JAPAN
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度の意義、測定上の注意、喫煙者にはプライバシーは

厳守する等を説明し、今回の測定に了解を得た。そし

て上記の喫煙に関する質問用紙を配布、記入させた。

安静時呼気中ＣＯ濃度の測定は、ニュー・マイクロ・

スモーカーライザー（英国ベッドフオント社製）を用

いて行った。この器具は密閉電気化学的センサーを使

用しており、低濃度（Ｏ～500ppm）のＣＯを正確に検

出できることで、方法は非常に簡単である。注意点に

ついては、まず被検者に大きく息を吸わせて、１５秒の

息こらえ後に、この器具の中にサンプリング・システ

ムを通じてゆっくりと最後まで息を吐き出させること

である。そして、検査終了後30秒以内にデジタル表示

された肺胞気の最高ＣＯ濃度を読みとり、記録した。

また、喫煙者においては、安静時呼気中ＣＯ濃度が

前回喫煙の直接的影響を受けるのを避けるために、前

回喫煙から３０分以上経過12）してから、測定した。

統計学的解析は、相関分析についてはKPeaImnの

相関係数､両群間の比較についてはStudentt-testを用

い、危険率５％以下を有意とした。

要な役割を果たしているが､Ｈｂへの親和性は０２より

ＣＯの方がはるかに強く、２００～２５０倍とも言われ

るa1q15)。従ってタバコ煙にのって体内に入ったＣＯ

が多いと、それだけ血液中のｏ２が減り、体内組織へ

の０２供給が低下する。即ち、冠動脈`性疾`患、末梢動

脈疾患、'慢性の呼吸器疾患、さらには妊娠時の喫煙に

よる胎児等へは、タバコ煙によるＣＯの影響'5)が特に

懸念される理由である。

またニコチンは、容易に「ニコチン依存」を引き起

こし'7)、このため－度の喫煙から長期・大量喫煙へ進

んでいくと考えられる。このことからも、未成年者の

喫煙問題は「ヒトの健康教育」を進める上でも、重要

な柱である。今までは呼気中ＣＯ濃度に関して簡易的

に測定が出来なかったが、軽量で小型のＣＯ分析器が

開発された。その機器を用いて、いくつかの報告があ

る'218)。しかしそれらの報告は、喫煙者・非喫煙者の

呼気中ＣＯ濃度、また喫煙習慣は、一日の喫煙本数と

呼気中ＣＯ濃度の検討のみである。そこで今回我々は、

喫煙者･非喫煙者の安静時呼気中ＣＯ濃度を測定し､先

行研究における検討項目はもちろん、喫煙者の喫煙年

数との関係も含め、またタバコの主要成分である表示

ニコチン・タール含有量と安静時呼気中ＣＯ濃度の関

係も検討を加えた。
※※※

※ ｐ＜0００１
2５

方法
2０

対象は総人数196名である。内訳として某大学学生

169名、教職員などの某大学関係者27名である（男'性

50名、女`性146名)。喫煙の有無は喫煙者35名、非喫

煙者は161名であった。虚偽申告を避けるために、対

象は某大学学生、教職員及び某大学の出入り関係者に

限定した。年齢は18歳～７６歳であった。喫煙者には

一日の喫煙本数そして喫煙年数また喫煙しているタバ

コ１本当たりの表示ニコチン・タールの含有量を質問

して分類した。

測定時期は、大学生は５月、６月の講義時間中に実施

した（1限：９:００～１０:３０，２限：１０：４０～１２：10)。

また関係者は前述の同時期の休憩時間（１３:00～１４：

00）を利用して、実施した。測定は、教室に集合、着

席をさせ､安静を保たせた｡そして安静時呼気中ＣＯ儂
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安静時呼気中一酸化炭素濃度と喫煙習慣の関係

に有意な相関が認められた（０００１％)。図３は縦軸に

喫煙者が喫煙しているタバコの１本当たりの表示ター

ル含有量を、そして横軸の左側に一日の喫煙本数、右

側に喫煙年数を示す。一日の喫煙本数と、タールが多

いタバコの間に有意な相関が認められた（0.05％)。ま

た喫煙年数とタールが多いタバコの間に有意な相関が

認められた（０００１％)。図４は縦軸に喫煙者から測定

した安静時呼気中ＣＯ濃度を、横軸の左側に一日の喫

煙本数、右側に喫煙年数を示した。一日の喫煙本数と

安静時呼気中ＣＯ濃度の間に有意な相関が認められた

(001％)。また喫煙年数と安静時呼気中ＣＯ濃度にも

有意な相関が認められた（0001％)。図５の左側は縦

軸にタバコの１本当たりの表示ニコチン含有量を、横

軸に安静時呼気中ＣＯ濃度を、図５の右側は縦軸にタ

バコ１本当たりの表示タール含有量を、横軸に安静時

ｙ－ＯＯ２１ｘ＋０．６５５

（B）、=3５

成績

喫煙習慣者群と非喫煙者群の安静時呼気中ＣＯ濃度

を図１に示す。安静時呼気中ＣＯ濃度は非喫煙者群で

は２１３０±0852ppm(ｍｅａｎ±ＳＤ)であるが、喫煙者群

は17.114±14001ppmであり、喫煙者群の安静時呼

気中ＣＯ濃度は有意に高く、非喫煙者群と喫煙者群の

間に0.001％の有意な差が認められた｡喫煙者群のなか

で、安静時呼気中ＣＯ濃度が10ppm以下の喫煙者（学

生）は１１名であった。

図２は縦軸に喫煙者が喫煙しているタバコの１本当

たりの表示ニコチン含有量を、横軸の左側に一日の喫

煙本数､右側に喫煙年数を示す｡一日の喫煙本数と、ニ

コチンが多いタバコの間に有意な相関が認められた

(0.05％)。また喫煙年数とニコチンが多いタバコの間
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呼気中ＣＯ濃度を示した。タバコ１本当たりの表示ニ

コチン含有量と安静時呼気中ＣＯ濃度の間に､0.001％

の有意な相関が認められた。またタバコ１本当たりの

表示タール含有量と安静時呼気中ＣＯ濃度の間にも、

0.001％の有意な相関が認められた。

喫煙者は煙を吸っているから、炭素を含む物質が不完

全燃焼する際に発生するＣＯを吸入することになる。

ＣＯはCOHbを生成し､血液の酸素運搬能を阻害し、ま

た酸素へモグロビン解離曲線を変化させて、組織での

酸素遊離を抑制するので、組織での酸素不足がより強

くなる。３，１０１５）すなわちＣＯはＨｂとの結合により

喫煙者は酸素飽和度の低下を引き起こすことが考えら

れる3)。

今回の安静時呼気中ＣＯ濃度測定で非喫煙者群は

２１３０±0852ppm（ｍｅａｎ±ＳＤ)、喫煙者群は１～

78ppmと広い範囲に分布したが､17.114±14001ppm

(ｍｅａｎ±ＳＤ)と先行研究とほぼ同値を示した'218)。し

かし喫煙者群の安静時呼気中ＣＯ濃度は非喫煙者群の

約10倍に当たる（図1)。また安静時呼気中ＣＯ濃度が

低値を示す喫煙者は一日の喫煙本数が少なかったり喫

考察

タバコの煙にはニコチン、種々の発ガン物質・発ガ

ン促進物質、一酸化炭素（ＣＯ)、種々の線毛障害,性物

質、その他多種類の有害物質が含まれていることは、

周知の事実である,3)タバコ煙中に含まれている種々の

有害物質のうち、生理的に影響を及ぼす主な物質は粒

子相に含まれているニコチンと気相に含まれている

ＣＯである13)。
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煙年数が短かい喫煙者であった。一方高値を示す喫煙

者は先行研究'218)と同じく一日の喫煙本数が増加すれ

ば、安静時呼気中ＣＯ濃度も増加する。しかし著者ら

の結果から、安静時呼気中ＣＯ濃度が高値を示す喫煙

者は、喫煙年数も長いという喫煙用量依存'性が新たに

明らかになった（図4)。また、タバコから出る低いレ

ベルのＣＯ濃度でも心臓病患者に、酸素不足を引き起

こし心臓機能が衰え、仕事量も減る報告2.4）もあり、

タバコ煙中のＣＯは有毒ガスであり、循環機能にも良

くないと考えられる２．４)。

呼気中ＣＯ濃度に影響を及ぼす要因として考えられ

るのは、(1)喫煙本数、(2)喫煙年数、(3)最終喫煙後の時

間､(4)タバコの吸い方(吸い込む程度､吸うピッチ､吸

う長さなど)、(5)タバコの銘柄（ニコチン、タールの表

示含有量）などがある。（lX2X3X5)については、今回検

討を加えた。また(4)については、アンケート項目とし

て口腔まで、気管まで、肺の中まで吸い込むか、また

タバコ１本を何分の１吸うのかなどを質問したが、も

う少しデータとして検討する必要があり、今回は省略

した。

また図２３でも明らかなように、喫煙者が日常喫煙

しているタバコの１本当たりの表示ニコチン・タール

含有量と喫煙量（一日の喫煙本数・喫煙年数）との間

に正の相関が見られた。一方、アメリカのタバコメー

カーではニコチンの中毒'性を認識した上でニコチン含

有量を調整していた報告もある'9)。また低ニコチンタ

バコを吸ったとき体内に取り込むニコチン量は、パッ

ケージ表示より、最高で８倍も多い報告もある'1)。今

回は直接に生理的な測定、例えば唾液中や尿中のニコ

チン濃度を測定していないが、しかし喫煙年数が長け

れば長いほど、喫煙するタバコ１本当たりの表示ニコ

チン．タール含有量が多くなっている（図２３)。前述

の報告lL19)とあわせて考えれば､喫煙者はパッケージ

表示量よりも、多い量のニコチン量を吸収していると

示唆される。そして、喫煙におけるニコチンの役割即

ち､ニコチン依存との関係は､ニコチンそのものが､明

らかな精神作用をもっており、もうひとつは精神作用

の内容が､多幸感に彩られている'6)ことから、喫煙年

数が長くなるほど、高濃度のニコチン・タールのタバ

コを好む結果となり、ニコチン・タールを求めて喫煙

が行われると考えられる。このことは、ニコチン効果

への耐性であり'7)、タバコ消費量、すなわちニコチン

摂取量が増えたため「ニコチン依存症｣'7)になってい

くと考えられる。そして今回、著者らの測定で明らか

になった、表示ニコチン含有量の多い、また表示ター

ル含有量の多いタバコを吸っている喫煙者は、安静時

呼気中ＣＯ濃度も高い値を示していることから（図5)、

様々の喫煙習』慣関連疾患が増強されると考えられる2,4)。

著者らは、この測定から禁煙する者を一人でも出し、

今後は、禁煙後の経過を検討していきたいと考えてい

る。安静時呼気中ＣＯ濃度測定で、喫煙者かどうかの

判定基準として10ppm以上を喫煙者､それ未満を非喫

煙者と判定する基準が一般的に用いられている9.14)。

この判定基準から今回の測定で、１０ppm以下の喫煙者

が見られた｡すなわち喫煙習慣年数が短い学生(11名）

がこの値に該当する。アメリカでの研究から、教育水

準が高ければ高いほど、また社会経済的地位が高けれ

ば高いほど､喫煙率が低くなる報告'4)から考えあわせ

ても、教育現場に従事する一員として喫煙の有害`性か

ら、禁煙教育・健康教育に取り組まなければいけない

と考える。
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女子大学生の身体活動量と体構成

および筋力の14年間における変化

新矢博美＊ 中井誠一＊ 芳田哲也*＊

Changesofdailyphysicalactivity)bodycompositionandmuscular

strengthfior化malecollegestudentsduringfburteenyears．

ＨｉｒｏｍｉＳＨＩＮ－ＹＡ，ＳｅｉｉｃｈｉＮＡＫＡＩａｎｄＬｔｓｕｙａＹＯＳＨＩＤＡ

Abstract

Thepresentstudywasperfbrmedtoinvestigatethechangesofdailyphysicalactivity；bodycomposition

andmuscularstrengthfbrfbmalecollegestudentsduringfburteenyears・Wemeasuredheight，ｂｏｄｙ

mass,bodyfatcontent(96Fat),leanbodymass(ＬＢＭ),backstrengthandglipsstrength,anddailyenergy

expenditurefbrfbmalecollegestudentsinl985（ｎ＝185）ａｎｄｉｎｌ９９９（ｎ=202),andcomparedthese

parametersbetweenl985andl999Thedailyenergyexpenditure,ｂａｃｋstrength,gripsstrength,ａｎｄ

ＬＢＭｗｅｒｅｌｏｗｅｒｂｕｔｈｅｉｇｈｔａｎｄ９６Ｆａｔｗｅｒｅｈｉｇｈｅｒｉｎｌ９９９ｔｈａｎｔｈｏｓｅｉｎｌ９８５，whilebodymasswas

similarbetweenbothyears・Ｔｈｅｓｅｒｅｓｕｌｔｓｉｎｄｉｃａｔｅｔｈａｔｄａｉｌｙｐhysicalactivityうｂｏｄｙｃｏｍpositionand

muscularstrengthfbrfbmalecollegestudentschangedduringfburteenyears．

20代で、ＢＭＩが185未満の「やせ」が19年前に比し

て大幅に増加し、全体の２割が「やせ」であると報告

している9)。女'性のやせ願望がすすみ、小学生にまで

及んでいるという報告もある'9)。また、青少年におけ

る体力・運動能力が年々低下傾向にあることも報告さ

れている3.23)。松本ら14)は身体活動と身体組成、安静

時代謝量の関係、相川ら2）は身体活動量と身体構成、

栄養摂取量について、今井ら6)は体脂肪率とライフス

タイルについての報告など、女子大学生を対象として

身体活動量と身体状況の実態を明らかにしようとして

いる。それらの研究では、身体運動量を運動部所属の

有無、歩数と心拍数等で身体活動量を評価しており、

エネルギー消費量を調査した報告ではない。健康のた

緒言

定期的な運動の実施は、健康や体力の維持・増進に

役立つことが広く知られている。しかし近年は、便利

で快適な生活環境における生活様式の変化に伴い、日

常の身体活動量が減少し、運動不足症や生活習慣病等

の多発が問題となっている。また、若年期における運

動経験や運動の習慣化が中高年女'性の身体J1犬況および

健康状態に影響を及ぼすことが報告されている2425)。

高齢化社会における現代人にとって、若年期から健康

的な生活習慣を確立することは、健康で質の高い生涯

を送るための必至の条件であると考えられる。

1998年国民栄養調査結果では、女性の１０代後半と

*京都女子大学：KyotoWomen1sUnivelBity351makumano,Higasiyama-ku,Kyoto605-8501,Japan
*＊京都工芸繊維大学：KyotolnstituteofTeChnologyMatsugasaki,Sakyo-ku,Kyoto606-8585,Ｊａｐａｎ
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①身長および体重（最小目盛り2009）を測定し、ＢＭＩ

(＝体重kg／身長、2）を求めた。

②皮下脂肪厚は栄研式キャリパーを用い、国民栄養調

査の方法'1)で上腕背部および肩甲骨下部を各部位３回

測定し､それぞれ平均値を計測値とした。また､Ｂｍｚｅｋ

の式および長嶺らの式7）から％Fatを求め、体重およ

び％Fat値からＬＢＭを求めた。上腕背部の測定は、肩

と腕の力を抜き両腕を自然に下げた被験者の後方から

右上腕背面の肩峰突起と肘頭との中間を立位にて測定

した。また、肩甲骨下部は上腕背部測定と同様の姿勢

で、被験者の後方から右肩甲骨下端の真下１～２ｃｍの

部位を測定した。

③背筋力および握力は、それぞれヤガミ社､ＫＧ－３００

およびＤＭ－１００（スメドレー式握力計）を用い、各

２回測定した17)。背筋力は平均値を、握力は左右の値

のうち大きい方を計測値とした。

３．統計処理

各項目平均値の群間の比較にはunpai１℃dtPtestにより

解析し、危険率５％以下を有意水準とした。

めの付加運動量としてエネルギー消費量が示されてい

るので、身体運動量をエネルギー消費量で示すことは

意義あることと考えられる。そこで、女子大学生の日

常の身体活動量と体構成および筋力について､1985年

と1999年に調査した結果を比較し、１４年間における

身体活動量と体構成および筋力の変化を明らかにした。

方法

１．調査対象および調査期間

京都市内のＫ女子大学生（１．２回生）を対象とし

て、1985年６月と1999年６月に、生活時間調査およ

び体格･筋力測定を実施した｡被験者数は1985年が185

名（大学ｌ回生、１８９±5.0歳)、1999年が202名（短

大２回生、１９．３±０４歳）であった。

２．調査項目

調査項目は､生活時間調査と身長･体重･BodyMass

lndex（BMI）・皮下脂肪厚・体脂肪率（％Fat）・除脂

肪体重（LBM）などの身体状況および筋力（背筋力・

握力）であった。

ｌ）生活時間調査

身体活動量として１日のエネルギー消費量を求める

ために、自己記入法による生活時間調査を実施した。

この調査は､起床時から翌日の起床時までの24時間の

行動について、１分単位で日記式に自己記入する方法

である｡この行動記録から動作ごとの所要時間を求め、

各動作のエネルギー消費量を用い､次式7）より１日の

エネルギー消費量を算出した。

Ａ＝Ｂｍ×Ｔｂ×Ｗ＋ＺＥａ×ＴＷ×Ｗ

Ａ：１日のエネルギー消費量（kcal/日）

Ｂｍ：基礎代謝量（kcal/kg/分）

Ｔｂ：睡眠時間（分）

Ｗ：体重（kg）

Ｅａ：各動作のエネルギー消費量（kcal/kg/分）

’1Ｗ：各動作の所要時間（分）

調査日は、両年ともに通常の授業期間中（土曜日・

日曜日を除く晴天の日）の一日を選定した。

２）身体状況

生活時間調査期間中に身体状況調査日を設定し、以

下の項目について計測を実施した。

結果

１．形態、エネルギー消費量および筋力の平均値±標

準偏差

表ｌに、1985年と1999年の女子大学生の形態（身

長、体重、ＢＭＩ、％Fat、ＬＢＭ)、１日のエネルギー消

費量および筋力（背筋力、握力）について、それぞれ

平均値±標準偏差を示した。

身長は、1985年が158.0±5.2ｃｍ、1999年が1592

±５０ｃｍであり、両年の平均値に差が認められ（p＜

0.001)、1999年が高値であった。しかし､体重は､１９９９

年が50.1±５８kg、1985年が50.0±５７ｋｇであり、有

意差は認められなかった。また、ＢＭＩ､ＩＢＭ､背筋力、

握力についてもそれぞれ両年の平均値に差が認められ、

1985年に比して1999年が有意（いずれもｐ<0001）に

低値であった。％Fatについても1999年が24.8±４５

％、1985年が21.9±４７％であり、両年の平均値に差

が認められたが、1999年が有意（p<0.001）に高値で

あった。エネルギー消費量は、1999年は1,945±３３４

kcal/日、1985年は2,147±345kcal/日であり、両年の

－２０－
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平均値に有意差が認められ(p<0.001)、1999年が低値

であった。

２．エネルギー消費量の分布

図１に、エネルギー消費量別人数の分布を調査年次

ごとに示した｡1985年と1999年ともに､1,400～3,200

kcal/日の範囲に分布した。しかし、４，OOOkcay日と

3,600kcal/日を示す例が各１例ずつみられた。1999年

のエネルギー消費量別の例数は､1,800～1,999kcal/日

は57例、２，０００～2,199kcal/日は54例で、全体の536

％を占め、2,000kcal/日未満が最も多い結果となった。

一方、1985年の分布範囲では、1,800～1,999kcal/日

が20例、2,000～2,199ｋcal/日が45例で、全体の348

％であった。２，０００kcal/日未満の分布は、1985年が７２

例で全体の389％であるのに対し､1999年は131例で、

全体の64.8％を占め､1999年が低値の分布が多い傾向

である。また、2,200kcal/日以上の分布は、1999年が

32例で全体の172％であるが、1985年が72例で全体

の38.9％を占めており、1985年が高値に多く分布して

いる。このようにエネルギー消費量は、全体的に1999

年に比して、1985年の方が高値の分布が多くみられ

る。各年の平均値の比較では、前述のごとく統計的に

有意差が認められ、その差は、1985年が202ｋcal/日

高値であった。

３．ＢＭＩおよび％Ｆａｔ

前述の通り、ＢＭＩおよび％Fatの平均値は、両項目

とも1985年と1999年の間に有意差(p<０００１)が認め

られ、ＢＭＩは1985年が、％Fatは1999年がそれぞれ

高値を示した（表1)。また、ＢＭＩと％Fatの相関関係

を調査年次別に示したものが図２である。１９８５年と

1999年共に、両項目間には相関関係（1999年：ｒ

=0638,ｐ<0.001,1985年：r=0487,ｐ<0.001）が認

められた。しかしその関係は、1999年は1985年に比

して回帰直線の傾きが有意に大きく（p<００１)､ＢＭＩが

6０

5０

人
数

4０

３０

ZＯ

1０

０
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は1人１日平均エネルギー摂取量は2,088kcal/日（1998

年は1,979kcal/日）となっている。これは今回の消費

量とほぼ同等とみられる。厚生省IC)は、健康のための

付加運動量として１００～200kcal/日を提唱している。

今回､1999年の女子大学生によるエネルギー消費量の

差違は1985年の値と比較して平均202kcal低く、さら

に1999年の女子大学生は筋力やＬＢＭは低く、％Fat

は1985年の値に比較して高値を示した｡今回調査した

消費エネルギー量の差違が運動量の差によるものであ

れば､厚生省'0)の提唱する健康のための付加運動量を

支持する結果となるであろう。

1999年の女子大学生は、1985年に比して身長は有

意に高値を示したが､体重には差が認められなかった。

また、ＢＭＩは低値であるが、％Fatが高値であり、体

重に比して体脂肪量が多い結果であった。これはいわ

ゆる隠れ肥満5）と考えられ、1999年は、こうした隠れ

肥満者が多い傾向がみられた｡、Ｍについても、1985

年に比して1999年が､有意に低値であった。これらの

ことから1999年の女子大学生による身体活動量(エネ

ルギー消費量）の減少が％Fatを増加させ、ＬＢＭを減

少させている可能性が考えられる。

最近の青少年の筋力については、柔軟'性や持久`性と

ともに年次的な低下傾向が報告されておりユ２３)、筋力

の低下は全国的な傾向といえる。堀居４）は、特に背筋

力の低下が、青少年の健康や体力に影響を及ぼすと述

べている。本研究では、1999年のエネルギー消費量と

背筋力および握力は1985年の値と比較して有意に低値

を示したことから、身体活動量の低下がＬＢＭを減少

させて筋力を低下させているのかもしれない。また筋

力やＬＢＭは基礎代謝とも関連することが報告されて

いる8.14)ことから、基礎代謝の低下が身体活動量に影

響を及ぼしている可能性も考えられる。

以上のように、1999年の女子大学生は、1985年に

比して日常の身体活動量（エネルギー消費量)、ＬＢＭ

および筋力の低下、さらに％Fatの増加が認められた

ことから、女子大学生の体構成や身体活動量および筋

力は14年間で変化していることが示唆された。日常の

身体活動としては、スポーツ活動の他に、通学による

歩行、家事やアルバイトによる労働等が考えられ、今

後は日常の生活行動とエネルギー消費量、筋力、％

低値でも％Fatが高値を示す傾向がみられた。また、

ＬＢＭについても両年の平均値に差が認められ（p＜

0001)、1999年が37.5±３３kg、1985年が390±４．０

kgであり、1985年が有意に高値であった。

考察

本研究では、女子大学生の日常の身体活動量を、生

活時間調査から求めた１日のエネルギー消費量とした。

身体活動量の評価には、歩数、心拍数、酸素摂取量等

から推定する方法があるが115ユ8202122)、生活時間

調査は、多数の被験者を対象とするには簡便な方法で

ある。

図１に示したごとく、エネルギー消費量は全体的に

1985年が高値に多く分布し､1999年の平均値は､1985

年に比して１日平均202kcalの有意な低値が認められ

た。また体重は両群間に顕著な差違が認められなかっ

たことから、１９９９年のエネルギー消費量の低下は身

体活動量の低下に起因すると考えられる｡中丼ら'６１は、

本研究と同様の調査方法により、1984年から1985年

の女子大学生のエネルギー消費量が、日常、運動習慣

のない非運動群で1,989±337kcal/日、運動習慣のあ

る群で2,169±263kcal／日であり、体育大学女子学生

では、2,542±425kcal／日であったことを報告してい

る。本研究の被験者は、運動習慣の有無で分類しない

一般の女子大学生であるにもかかわらず、エネルギー

消費量の平均値が、1999年は中丼ら'6）の非運動群よ

り低値であり、1985年は運動群と近似している。この

ことからも、1999年の女子大学生による日常生活時の

身体活動量の低下が考えられる。また、1985年当時と

1999年当時の栄養所要量'213）はそれぞれ2,050kcal／

日（生活活動強度Ⅱ）であるが､今回調査のエネルギー

消費量は、1985年は2,147ｋcal／日で所要量を上回っ

た値となるが、1999年は1,945ｋcal／日で所要量より

低値であった。エネルギー消費量から生活活動強度指

数'213）を求めると、それぞれ073（1985年）と056

(1999年）となり1999年の活動量が低下していること

が示される｡．

また､国民栄養調査結果で1998年､19歳女子は1,905

kcal／日のエネルギー摂取量が示されている。1985年
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結語

女子大学生を対象に、1999年と1985年の身体活動

量と体脂肪量、除脂肪体重および筋力を比較し、以下

の結果が得られた。

１）１日のエネルギー消費量からみた身体活動量は、

1999年が有意に低値であった。

２）身長は、1999年が有意に高値であったが、体重に

は差が認められなかった。しかし、％Fatは１９９９

年が有意に高値であり、、Ｍは1985年が有意に

高値であった。

３）背筋力および握力は、1985年が有意に高値であっ

た。

したがって、女子大学生の身体活動量や身体状況は

１４年間で変化していることが示された。

本稿の一部は第５５回日本体力医学会（2000年）に

おいて発表した。
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資料

ElectromyographicStudyo丘PresstoHandstand

withStraightBodｙａｎｄＢｅｎｔＡｒｍｓｏｎＲｉｎｇｓ

TakanoriKIM

筋電図による吊輪のプレス倒立の解析

金尚

宝
冠

要約

吊輪の屈腕伸身力倒立という技を習得するための基礎的かつ詳細な資料を得るために,その技が筋電図を用いて

分析され、この技実施中の肘、肩及び上肢帯の動作に関係する筋群の働きの機能的意味が、明らかにされた。今

回の実験に参加した被験者は吊輪の屈腕伸身力倒立を減点なしで行うことが可能な６名の体操選手であった｡得

られた結果から、次のことが示唆された。

吊輪の屈腕伸身力倒立の動作前半において、肘関節と肩関節はいずれも積極的に伸展された。中盤から後半に

おいて、肩関節屈曲動作が、肘関節伸展動作に比較してより積極的に行われていた。僧帽筋上部と下部の相反的

な放電様相は、自重に抗して身体を支えるため、肩甲骨は、この技の中盤において積極的に押し下げられ、後半

において積極的に押し上げられていることを示した。全動作を通して、被験者は、終始、肩関節に内向きの力を

積極的に入れていた。その内向きの力は、吊輪の倒立においては必須であったが、平行棒の倒立においては必要

なかった。

necessaryfbrthespecialtminingmspoItstohavethe

knowledgeofmechamsmofexemisewhichmakesgood

useofmuscles(1980)."Itisneededtohndthecharacter

ofunusualexemise,withaviewtomakmgtheeHbctive

methodoftrainingfbrstrengthmartisticgymnastics、

Ｏｎｔｈｉｓｐｏｉｎｔ，ｉｔｉｓａｕｓｅｆＵｌｗａｙｔｏａｎａｌｙｚｅ

ｅｌｅｃｔｌｎomyography(ＥＭＧ)duringtheexe１℃ｉｓｅＰｒｅｖｉｏｕｓ

ＥＭＧｓｔｕｄｉｅｓｉｎｇｙｍｎａｓｔｉｃｓｗｅｒｅ“An

ElectmomyographicStudyonＰＴＯ91℃ssoftheAcquisition

ofProficiencyinGymnasticKip(Okamoto,1964)，

ElectmomyographicStudyoftheGiantSwing(Fbrward）

ontheHolizontalBaI(Yamashita,ｅｔ,a1.1971)ａｎｄｓｏ

ｏｎ(Kouno，l96LYamashita,ｅｔ,aL197LYata,1973．

etc.),whilethe正havebeenhttle1℃seanchontheEMG

Introduction

ＴｈｅＰｉ℃sstoHandstandwithstmightbodyanｄｂｅｎｔ

ａｒｍｓｏｎｒｉｎｇｓｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅｂａｓｉcskillsinartistic

gymnasticsButitisnoteasyevenfbrtminedgymnasts

tomastertheskm,becauseofthelackofstrengthof

elbow,shoulderandshouldergirdleand/Orincorrect

muscularactivities・ｓｏ,theexactmusculartrainmgis

necessaIytomasteritSchmderrepolted`Themuscular

s伽ngthisessentialtomsultofweightlifting,artistic

gymnasticorthmw-putandjumpmathleticspoltsH1is

appanentlymdicabesthatthemusculartminingmthese

sportsisrecognizedtohaveahighassigmnentofall

thetramngprocess(1969)."HoUmannreported“Itis

高の原スポーツ研究所：Resea1℃hCenterfbrSports,Takanoharal-3-60hginosato,Ohtsu,Shiga520-O246Japan
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movement・AsideviewmotionwashlmedwithBolex

cmecamera(２４hames/Secor32hames/Sec).Thesignal

ofthemotionpictu１℃wasSynchmnizedwiththeEMGs

duringgymnastsiperfbrmancesTheexpelimental

movementwasdividedinto5stagesasshownmFigu１℃

１．

TY1efirststage;justasthelowerextremitieswent

dｏｗｎｈ･omL-support2nd；thestraightlmebetween

hipandanklejoint1℃achedverticalplane3rd;theUne

正achedholizontalplane4th;thelinebetweenshoulder

andhipjointwasin45degreesfiDmholizontalplane

5th;thesuhjectwasmhandstand

Additionally,thehandstandpostureonparaUelbal召

wascheckedunderthesameexperimentalprocedure

asthatonrings．

studyofpI℃sstohandstandonrings(Ｋｉｍ,1984)．

Thepulposeofthisstudyistoelucidabethefimctional

signihcanceoftheac位vitymthemuscleconcemingthe

movementofelbow,shoulderandshouldergiIdleand

toreexanmneandfinthennoreconsidertheprevlous

mseamhbyKim(1984)．

Method

SubjectswereslxgymnastswhowereeXpertatthe

skilLTheywereactiveplayersgymnasticcompetitioｎ

ｆｂｒ８ｔｏｌ５ｙｅａｘｓ

ＥＭＧ1℃coldingswe配madebymeansofl3channel

electlDencePhalography(San-eilnstmmentCo,Japan）

usingsulfaceelectmdes・Forthisinvestigation,atotal

oflOmusclesconcermngelbow,shoulderanshoulder

giIdlewe1℃chosenaccoIdingtop1℃viousreport(Ｋｉｍ，

1984)asfbllows

l,Latissmusdollsi(LAnSMUSIX)Ｒ）

２，Anteiordeltoide(DEImANT.）

３，POsteIiordeltoide(ＤＥＩｍＰＯＳＴ.）

４，C1aviclarportionofpectorahsmajor(PECTCL.）

５，Abdo血nalpoltionofpectoralismajor(PECTＡＢ

６，LongheadoftIicepsbrachii(ＴＲＩＣＥＢＲＡＬＯ.）

７，Latelalheadoftmcepsbrachii(TRICE・ＢＲＡＬＡ）

８，Longheadofbicepsbrachii(ＢＩＣＥＢＲＡＩＩ).）

９，UPperpaItoftmpezius(TRAP・ＵＰｊ

10,LowerpaItoftrapezius(TRAP,１，Ｗ.）

Byadjustingtheamplihcationofeachchannelmthe

electroencephalography,maxunumdisChargeofeach

musclewａｓmadebydoingthemaxlmumagonistic

ResultandDiscussion

ShouIderjoint

Figure2showsanexpenmentaldatumonthe

dischargepatternofmuscleslocatedattheshoulder

jointduringtheperfbrmance・Thereweremarked

dischargesofLATISMUSDORasapnmalyshoulder

extensorandshghtdischalgesofDEI/ｒＡＮＴｏｆｍｏｎｏ‐

articularmuscleasashoulderUexorfromlstto2nd

hom2ndto5th,ontheotherhand,maxkeddischarges

ofDEIﾉTANTwereshownandthatofI』ATISMUSIX)R

muchdiminishedMarkeddischargesofPectoralis

maJorasaprimaryshoulderholizontaladductorwe1℃

observedduringtheallthemotionsSo,therewere

markeddischargesinPECＴＡＢｄｕｒｍｇｔｈｅＨｒｓthalf

andmPECTCLduringthelateroneasshownmFigune

2However,onlyshghtdischargesofDEI/TPOSTasa

pmmalyshoulderhorizontalabductorwereshown

durmgallthemotions・

TI1esehndmgsshowedthattheshoUlderjomtswere

activelyextendedhomlstto2nd,Uexedn℃m2ndto

5tll,andsUbjectsexeltedpositives蛇ngthtowardinside

withbothannsthroughoutthemovement．

ＳＩＩ
１

》

￣iｉ
Figurel、Anillustrationforexperimentalmovementdividedinto

５stages
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Figure2RepresemativeEMGrecordingsofexperimentalresultsconcemingmuscleslocatedattheshoulderjointofthesuIqiectlM
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Figure3RePresentativeEMGrecordingsofexperimentaIresuItsconcerningmusclesIocatedattheelbowandshouIderjointofthe

subiectlM

曰bowandShouIderjointsactivelyextended

AsshowninFigure3,themarkeddischargesinhDm2ndto5th

TRICEBARLAofmono-articularmuscleasaplimary ThedischargepaｔｔｅｒｎｓｉｎＢＩＣＥＢＲＡＬＯａｎｄＴＲＡ

ｅｌｂｏｗｅｘtensorindicatedthattheelbowjoiｎｔｗａｓＢＲＡＬＯ,antagomsticpairsofbi-articularmusC1esat
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Figure4RepresentativeEMGrecordingsofexperimentalresuⅡsconcemingmusclesIocatedattheshouldergirdIeofthesubiectlM

ShouIdergirdIe

Fromthe2ndtothemiddleof4thand5thstages，

maIkeddischaIgesofTRAPLOWandslightdischaIges

ofTRAPUPwereObservedasshownmFigu1℃４.Afber

thennddleof4thand5th,onthecontrary,marked

disChargesofTRAPUPandslightdischargesofmAP

LOWwereshownPreviousinvestigatorsｒｅｐｏｒｔｅｄ

ＴＲＡＰＬＯＷｗｈｉｃｈｌｉｆｔｅｄｔｈｅｔrunkbyScapula

depI℃ssingmchinningpostu１℃,ＴＲＡＰＵＰｗｈｉｃｈｐｕＳｈｅｄ

ｕｐｔｈｅｔｒｕｎｋｂｙＳcapulaelevatinginhandstand

posture(Duvall,1959.Nemessuli,l963Yamashita，

1974)ThesehndingsshowthatScapulawasactively

depI℃ssedmthemiddlephaseofthisexelmsｅａｎｄｗas

activelyelevatedmthelaterphasetosuppoItthebody

antigravitationally．

耐
ん
－

１１鵬眠一一川Ⅲ

「１１』’一ＦＴＲＡＲＵＰ．

ＰＥＣＴ・ＭＡＪ・ＣＬ

（１Ｍ）

Figure5・RepresentativeEMGrecordingsofthehandstandon

rings(rightpanel）andonparalIeIbars(leftpanel)of

thesubiectlM

elbowandshoulderjoint,werereveIsedasshownin

Figu１℃３.Thatis,somedischargesmBICEBRALOas

elbowandshoulderUexorwe1℃showｎｈ℃mlstto2nd，

andnoticeablemcI℃aseofdischargesafter2nd

H℃ｍｔｈｅｐ亜viousfhndamentaleXpelimentsabout

`Themechamsmofgenelationandtmnsnnssionofthe

resultantfbrceincombinedmovement",ａｎｄ“EMG

activitiesmmono-andbi-aIticUlarmusclesdulingbi-

articularmovement,,(Yamashitaet,a1.1983,1988,

1995),thedischargepatternobservedafter2ndstage

suggeststhatthemovementofshoulderUemonwas

alwaysmo1℃activethanthatofelbowextensiondurmg

thepushmovementofupperext1℃mitiesatthepress

tohandstand,whereasshoulderandelbowextensions

weTepelfblmedsimultaneouslyn℃mthevisualview．

TheDifferencebetweenhandstandoｎｒｉｎｇｓａｎｄｏｎ

Ｐａ面IIelBars

Figu１℃５ｓｈｏｗｓthe1℃coldingofthehandstandon

nngsandpaIallelbans・Theseexe1℃lseswe１℃peIfbnned

underthesameexperimentalconditiononthesame

subjects・Thedischargepatterninthehandstandon

lingsisexactlydiHb1℃nthnomthatontheparaUelbaIs

Thatis,markeddischalgesofTRAPUPandPECTCL

wereshowninhandstandonnngs,whereasthese

muscleshadonlyslightdischargesoralmostno

dischargesontheparallelbarsltissuggestedthat

noticeableactivityofPECTＣＬａｎｄＴＲＡＰＵＰｉｎ

ｈａｎｄｓｔａｎｄｏｎｌｉｎｇｓｐositivelytakespaltmshoulder

－２８－
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Figure6､RepresentativeEMGrecordingsofexperimentaIresultsconcerningmuscIeslocatedattheelbow,shouIderandshouIder

adductionassociatedwithupwardrotationofScapulamiddleof4thand5thstageandwaspositivelyelevated

atthepositionoffilllyelevatedannstoholdapositiontothehnishofthepelfbnnanceII1mughoutthemotion，

stationary､Theresultssuggestthatbothmovementsthesubjectsalwaysexertedpositives伽ngthtoward

ofshoulderadductionandupwardrotationofScapulainsideattheshoulderjomts・
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京都体育学会だよりＮｏ．２４
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１．平成１２年度事業報告

（１）学会の開催

ｌ）第129回学会（2000/12/16、京都外国語大学、参加者30名）

研究発表５題：

１．英国におけるスポーツ観戦動機について辻浅夫他（京都外国語大学）

２．北海道における観海流の伝播に関する研究

一黎明期の創成高等小学校を中心として－中森一郎（大谷大学）

３．南アフリカのラグビー 中村樗（花園大学）

４．利用者特性からみた公共スポーツ施設の現状清田美絵（京都教育大学）他

５．「日本マラソン強さの根拠」

－過去20年間の世界・日本レベルの記録変遷の分析から－岡尾惠市（立命館大学）

話題提供「プレオリンピック会議とオリンピック」野村照夫（京都工芸繊維大学）

２）第130回学会および総会（2001/3/17、京都教育大学、参加者30名）

研究発表５題：

1．高校運動クラブにおけるメンタルコンディショニングに関する事例研究的アプローチ：

チーム・個人別にみた指導プランとの関連性川合英之（京都府立鳥羽高校）他

２．体育教師一生徒間にみられる社会的影響過程の分析：教師の社会的勢力を規定する諸要因

岡奈補子（京都教育大）

３．柔道原理に関する問題点について徳田眞三（京都教育大学）

４．公共スポーツ施設利用者の利用状況：利用者の満足度からの分析清田美絵（京都教育大学）

５．力学量から見た後転倒立金尚憲(高の原スポーツ研究所)他

（２）講演会の開催

ｌ）2000/W27、京都大学、参加者50名

演題："SubstrateUtilizationmman'，～theLactateShuttle～

演者：GeomgeABInooks教授（アメリカ合衆国カリフォルニア大、バークレー校）

司会：田口貞善（京都大学）

２）2001/3/１０みやこめつせ学会員参加者３０名（京都市と共催、一般市民170名参加）

演題：「ミレニアム京都の健康と運動セミナー」

・生活習慣病における運動の役割森谷敏夫（京都大学）

・京にみる散歩道、心とからだのリフレッシュ・鴨川河畔田口貞善（京都大学）

・栄養で予防できる生活習慣病、地球を歩いて見つけた長寿の秘訣家森幸男（京都大学）

（３）専門分科会の活動

各専門分科会の世話人から書面で報告【別紙ｌ】

発育発達、運動生理、バイオメカニクス、体育社会・心理、体育指導、体育原理・体育史、体育経営管理
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（４）理事会の開催

ｌ）2000/6/30、京都大学

議題：「京都体育学研究」編集委員会に関する申し合わせ事項（昭和60年７月１３日）の第２条と第３条を

以下のように改正した。

第２条

旧：編集委員会は編集委員５名で構成する。

新：編集委員会は編集委員１０名で構成する。

第３条

旧：編集委員は役員の中から理事会で選出する。

新：編集委員は理事会で選出する。

２）2000/W8、京都大学

議題：京都体育学研究の編集委員会メンバーとして以下の５名を追加委嘱することに決定した。

石倉忠夫（同志社大、心理)、伊坂忠夫（立命館大、バイオメカニクス)、芳田哲也（京都工繊大、生理)、

米田祐子（同志社女子大、生理)、和田尚（京都教育大、心理）

３）2000/12/16、京都外国語大学

議題：平成13年度の活動方針（学会開催とシンポジウム）

４）2001/3/１０みやこめつせ

議題：平成12年度事業および決算報告、会計監査報告、平成13年度事業計画および予算案、会員動向、

総会の議案等

（５）学会誌（第16巻）の発行の件

2．平成１２年度決算報告【別紙２】

３．会計監査報告

４．平成１３年度事業計画

１）第131回学会（総会）光華女子短期大学（学会大会は総会を含めて年１回の開催で、充実をはかる）

２）シンポジウム２回を予定。学会自主企画の学術シンポジウムと京都市との共催で行なう市民還元型シンポ

ジウムの継続発展をはかる。シンポジウムの開催に際して、必要な場合は特別会計の有効利用が承認され

た。

３）京都体育学研究第17巻の発行（平成13年５月発行予定）

４）専門分科会の活動

各専門分科会の世話人から発信

5．平成１３年度予算【別紙３】
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６．その他

ｌ）会員の動向

2000/3/18現在

2001/Ｍ７現在

310名

296名

(京都体育学会のみ19名）

(京都体育学会のみ16名）

(入会者７名、退会者21名）

【別紙１】専門分科会報告

1．発育発達専門分科会（世話人：小島広政）

期日：平成１２年７月４日

場所：京大会館

演題：ヒトを含む霊長類の老化現象における指標の縦断的評価

演者：中村榮太郎（京都大学）

２．運動生理専門分科会（世話人：小田伸午）

期日：平成１２年３月２４日（士）午後２時から４時

会場：京都大学大学院人間・環境学研究科地下大講義室

演題：共通テーマ；運動と体温

ｌ）スポーツ現場における体温研究：中井誠一（京都女子大学）

２）運動時体温上昇に与える着衣の影響：芳田哲也（京都工芸繊維大学）

３）体温調節能の発育・老化特`性：井上芳光（大阪国際女子大学）

3．バイオメカニクス専門分科会（世話人：野村照夫）

テーマ：バイオメカニクスの研究動向

期日：平成１３年３月２６日

場所：京都工芸繊維大学

演題：ｌ）移動開始機構解析のための実験方法のエラ

２）動きに関する主観的情報の研究：野村照

移動開始機構解析のための実験方法の工夫：山下秀輝・梶谷宙志・山下謙智

動きに関する主観的情報の研究：野村照夫（京工繊大）

(京工繊大）

４．体育社会・心理学専門分科会（世話人：横山勝彦）

期日：平成１３年３月５日

場所：同志社大学今出川校地博遠館３０５教室

演者：宮本好宣（横浜ベイスターズ編成部スカウト）

演題：プロ野球における選手契約について

5．体育指導専門分科会（世話人：浜崎博）

第５１回体育指導部会

期日：平成１２年７月１５日（士）

場所：安田研修庵

１）京都市内小学生から高校生までの活動量と身体組成に関する実態調査
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２）今後の活動方針

第５２回体育指導部会

期日：平成１３年３月２４日

場所：安田研修庵

ｌ）児童・生徒の活動量の総括について

２）今後の活動方針について

体育指導部会として下記の研究発表を行った

１）日本体力医学会第５５回大会

期日：平成１２年９月２１日

場所：富山

内容：児童の活動量は休日に減少する

２）日本体育学会第５１回大会

日時：平成１２年１０月９日

場所：奈良女子大学

内容：体育授業の削減は児童の活動量を低下させる

６．体育原理・体育史専門分科会（世話人：岡尾恵市）

期日：平成１３年３月２４日（士）

場所：立命館大学衣笠学舎国際ミユージアム

演題：ｌ）近代ドイツの結社について、有賀郁敏（立命館大学）

２）創設以来の国際オリンピック委員（IOC）名簿一覧について、岡尾恵市（立命館大学）

３）その他専門分科会の運営について

7．体育経営管理専門分科会（世話人：中比呂志）

期日：平成１３年３月４日（日）午前９時３０分～１２時３０分

会場：京都教育大学Ｂ棟２階第１号館非常勤講師控室

演題：１）スポーツ観戦者とリーグ運営

～バスケットボール及びバレーボールの日本リーグを対象として～

松田卓巳（京都教育大学）

２）大学におけるスポーツ傷害の特徴及び健康管理体制に関する研究

立花美保（京都教育大学）

３）地域に根ざした運営を模索しはじめた市民チームの現状とその問題点

山田浩司（京都教育大学）

４）公共スポーツ施設における利用者満足と利用状況

清田美絵（京都教育大学）
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事務局からのお願い

会費の納入について

日本体育学会会員は10,000円（年会費8000円、京都体育学会会費2000円）を日本体育学会事務局へ納入して

下さい。京都体育学会だけに所属する会員は、2000円を下記の口座に納入して下さい。

郵便振替口座番号：O1070-7-23829、加入者名：京都体育学会

入会の手続きについて

日本体育学会に入会した方は自動的に京都体育学会会員になります。日本体育学会入会手続き用の書類をお送

りしますので､必要事項を記入してご返送下さい｡新会員の方は自動振込手続きをとって下さい(入会金1000円、

年度会費8000円、京都体育学会会費2000円、その他専門分科会会費)。京都体育学会のみの入会希望の方は、指

定の書類に記入の上、庶務にお送り下さい。会費2000円を、上記の講座に振り込んで下さい。日本体育学会及び

京都体育学会会員になるための手続き書類は、すべて京都体育学会事務局にありますので、必ず庶務理事の小田

まで連絡して下さい。会員の所属、住所（電話）などに変更が生じた場合も、小田まで連絡して下さい。

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部環境適応論講座小田伸午研究室

TELO75-753-6876FAXO75-753-6734(小田宛）

Email:odaqifbhlqrotGu､acjp

文募集

至叩

｢京都体育学研究」第18巻の論文を募集します。投稿規定・執筆要項に従って投稿して下さい。平成13年１２月

末日迄に投稿された論文で受理されたものが第18巻に掲載されることになります｡会員皆様の投稿を編集委員会

はお待ちしております。

論文投稿先（編集委員会連絡先）：

〒610-0394京田辺市多々羅都谷1-3

同志社大学京田辺校地教務事務室体育係気付藤田登

TELo774-65-75mFAXO774-65-7519

－３５－



京都体育学研究第１７巻平成１３年５月

【別紙２】

平成１２年度京都体育学会会計報告 平成１３年３月１７日現在

ａ差引残高50,320円

※（次年度へ繰り越し）
1.収入総額714,937円２.支出総額664,617円

二;二匹÷T字了爾FTmr~ヌー嶺￣｢T[砺~司了重一

へ計６９５５６５円７１４９３７円＋１９３７２円ロ

支出の部

会識費２５０００円2,580円-22,420円庁務編集関係

事務費２００００円２２８７７円＋２８７７円庁務会計関係

通信費７００００円７３判０円＋３４４０円肝務編集会計

印刷費３７００００円４１８３２０円＋４８３２０円学会誌（Voll6）

次年度への繰り越し５０３２０円＋５０３２０円

合計６９５５６５円７１４９３７円十１９３７２円

会計担宣上一鱸鍾んＩ郎曇監査大山肇途伊坂忠翻
備考：特別会計（平成１３年年３月１９日現在）3,485,671円

（2,500,000円平成１年２月１６日買付２月公社債投信）
（300,000円平成２年３月１３日買付３月公社債投信）

－３６－

収入の部

費目 予算額 執行額 差し引き残高 摘要

補助金合計

内訳

定例会

総会

特別企画

分科会

197,Coo円

9q000円

15p００円

50,000円
４２，０００円

147,000円

90000円

15,000円

0

43000円

-50,000円

(45,OCC×2）

(0000×7）

会議費 25,000円 2,580円 -22,420円 庶務・編集関係

事務費 20,000円 22,877円 ＋2』877円 庶務・会計関係

通信費 70,000円 73f４４０円 ＋Ｍ４０円 庶務・編集・会計

印刷費 370,000円 418320円 ＋48,320円 学会誌（VOL16）

予備費 13,565円 400円（振込用紙印

字料）

-13,165円

次年度への繰り越し 5(1,320円 ＋50,320円

合計 695,565円 714,937円 ＋19372円

費目 予算額 収入額 比較増減 摘要

会費 54ｑ000円

(2,000×270）

本部より

496,Coo円

(ろ000×248）

132,Coo円※

(2,000×66）

2jooo円(学生会員２
名分）

L930円（川原書店）

＋91,930円 ※97年度分１名

98年度分１３名

99年度分２２名

00年度分２５名

01年度分３名

02年度分２名

繰越金 25,565円 25,565円 0

特別会計 80,000円

50,000円 50,000円

6,500円(入会金５００

×13）

942円（三菱銀行口

座解約）

-73,058円

学会本部より

合計 695,565円 714,937円 ＋19,372円
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【別紙３】

京都体育学会平成１３年度予算

収入の部

内訳

繰越金

会費

特別会計

50,320円

540,000円

50,000円

50,000円

(２０００×270）

(学会本部より）

(寄付等）

合計 690,320円

支出の部

内訳

補助金 177,000円

６０，０００

45,000

３０，０００

４２，０００

20,000円

20,000円

55,000円

410,000円

3,820円

定例会・総会

シンポジウム等

特別企画

分科会（6,000×７）

会議費

事務費

通信費

印刷費

予備費

(学会誌voll8）

合計 690,320円

備考：特別会計（平成１３年度３月１９日現在）

3,485,671円

（2,500,000円平成１年２月１６日買付

（300,000円平成２年３月１３日買付

１６日買付公社債投信）

１３日買付公社債投信）
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話題提供

プレオリンピック会議とオリンピック

野村照夫（京都工芸繊維大学）

オリンピックが開催される直前からオリンピック開

催中にかけて、京都工芸繊維大学の国際交流基金の援

助を受け、オーストラリアのスポーツ事情について接

する機会に恵まれた。そこで、オーストラリアで開催

されたプレオリンピック会議、オリンピック事情をは

じめ、スポーツ環境、スポーツ研究環境などに関する

話題を提供する。

ション・ソフトを利用したものであった。これは、発

表者受付で、ディスクを提出し、会場にリンクされた

サーバーに登録される。発表会場では、そのファイル

を呼び出し、実行するといった手順であった。発表者

は、直前まで、資料の変更が可能であり、作成コスト

も非常に安い。また、運営側では、ファイルが一括管

理できる。返却の手間が省略できるなどの長所が見ら

れた。したがって、これからの発表形式の大きな流れ

であると思われる。わが国の大学や会議場でも、ＰＣの

プロジェクターを備えるところが増えてきており、

LANの構築も急速に進んでいる状況を鑑みると、わが

国の学会でもその対応が望まれる。

筆者は、口頭発表（Pedagogyの分野でIndividual

spoItsのセッションで、CompaIisonofn℃estyleIace

betweenehtejumorandsemorswimmeI召について報

告）した。水泳、体操、トライアスロン、テニス、陸

プレオリンピック会議

オリンピック開会の直前に、ブリスベンでプレオリ

ンピック会議が2000年９月７日から１２日に開催され

た｡IOCやUNESCO等が主催し、オーストラリア・ス

ポーツ医学会、国際スポーツ科学・体育会議、オース

トラリア健康・体育・レクリエーション会議が、運営

にあたった。セッションの構成は、生体科学、スポー

ツ医学、教育学、栄養学、健康増進、理学療法、社会

学､心理学など広領域に渡った学際的な会議であった。

キーノートレクチャー12題、招待講演23題、シンポ

ジウム39題、口頭発表392題、ポスター発表357題が

行われた。口頭発表のほとんどが､ＰＣのプレゼンテー

蕊&

写真１ブリスベン 写真２プレオリンピックコングレス

－３９－



京都体育学研究第１７巻平成１３年５月

上など対象とする競技種目にこそ違いは見られたもの

の研究上の貴重な助言及びヒントが得られた。また、

座長(Pedagogyの分野のMonitolingに関するセッショ

ン）も担当し、イギリス、チェコ、韓国、オーストラ

リアなどの体育や運動発達に関す評価法が報告され、

カリキュラムの相違や国情の差異はあるものの、客観

的な評価尺度の作成、運用についての活発な意見交換

がなされた。合屋(愛教大)、奥野（防衛大)、吉村（中

央大）などの諸先生をはじめ、日本人発表者もポス

ター発表を含め多数にのぼり、フロアで引っ切り無し

に質疑応答に追われていた。国際学会では、癖のある

英語が多く（私も含めて）コミュニケーションがネイ

ティブ同士のように円滑には進まないが、ゆっくり話

す．じっくり聴くという姿勢が重要であると体感され

た。

スポーツ環境

ブリスベンでの低料金による学校のスポーツ施設開

放は、学校体育施設を多く有するわが国のスポーツ振

興事業の参考となるものであった。市民プールだけで

なく、公立高校・大学の屋外温水プールを2AU$程度

で一般人が利用できた。利用目的すなわちＬａｐ

Ｓｗｉｍｍｍｇ（往復泳）かLeisureSwimmingかによっ

て、どの施設を使うかが選択できる点は、利用者の

ニーズに答えた実用的なシステムであると思われる。

アルバイト学生の受付・プール監視、コースロープ吊

り下げ式のプールの仕切り板など、低コストの日常的

なスポーツ施設として有益であると思われた。安全に

関しては、諸注意が掲示されているものの、基本的に

OwnRiskで、安全管理に関する認識の違いも痛感し

た。また、これらの施設を使い、アメリカやドイツの

オリンピック競泳チームが直前合宿していたのもその

施設が､競技力向上から市民の健康増進まで幅広く利

用可能であることを示唆している。

写真３ＰＣによるプレゼンテーション癖
スポーツ研究環境

キャンベラにあるオーストラリア・スポーツ研究所

(AIS)は、1985年からスポーツ科学と選手強化の中心

的役割を担ってきた｡大阪教育大学の生田泰志先生が、

在外研修中だったので見学させていただいた。バイオ

メカニクスの研究施設は、実験用ドームが作られてお

り、屋外走路の一部が実験用ドームの中を通るように

作られていた。機械・電気工作工房も自前で持ってお

り、手作りの装置や機材が所狭しと置かれていた。必

要に応じた迅速なハード対応が可能な点は、わが国で

の研究環境を考える上でも考慮すべき問題であると思

われる。選手強化と研究を同時に担っているため、

写真４学校のプール開放

篝

写真５オーストラリア・スポーツ研究所

－４０－



話題提供

プールに常設されている牽引装置のように実験設備で

あっても、トレーニングに利用できる配慮もなされて

いた。これらの施設や運用方法はわが国の今秋正式ス

タートする国立スポーツ科学センターにも大いに参考

になるとおもわれる。しかし、この研究所はシドニー

オリンピック後の活動縮小が計画されており、技師の

解雇や研究者の流出がすすむなど予算的苦悩が伺えた。

AISもアメリカ合衆国のオリンピックセンターも単に

強化と研究だけを担っているだけでなく、選手・コー

チの啓蒙、市民への説明などサービス機関としての役

割も背負っている。必然的に業務内容は膨大な量に及

ぶが、スタッフの拡大には限度がある。国立大学の独

立行政法人化が問題になっているわが国でも、業務内

容や範囲と構成人員のバランスを考慮していかないと

これらの機関が抱えている問題をなぞる形になりかね

ないことが懸念される。

写真７実験工房

オリンピック事情

オリンピックゲームでは、数々の素晴らしいパ

フォーマンスが発揮された。ブリスベンやキャンベラ

では、サッカーの予選リーグが開催され、スタンドは

超満員に膨れ上がっていた。オーストラリアでは、

サッカーはメイン競技ではないが、素晴らしいプレー

への賞賛は、国境を越えてスタンドを揺すっていた。 写真８牽引装置

写真９聖火写真６実験用ドーム

－４１－



京都体育学研究第１７巻平成１３年５月

分けるなどの工夫が見られたが、チケットセンターの

混雑が予想を上回り、所定のブースでは処理しきれな

い状況が多々見られた。また、クレームへの対応も迅

速とはいえなかった。多くの人々が世界中から集まる

イベントは、そうそう経験できることがないので、運

営側の苦慮も伺われた。次期開催国への申し送り事項

なども末端部署に至るまで、引き継がれれば、よりス

ムーズな運営がなされるものと期待される。種目によ

り入場料の格差が20倍にも達し､人気の競技＝高額と

いう商業ベースの中で行われ､選手のためのみならず、

一種の博覧会的イベントとして多くの観客を動員して

行われていた。確かに、その国の歴史や文化を織り交

ぜたイベントを五輪会場で紹介することは国際友好や

理解を助ける上で意義のあることである。しかし、そ

しかし、日本の応援団に目を向けると、自国を応援す

る熱意は、メダル獲得も辞さないほどの勢いであった

が、他国の試合中には会場外に溢れ出し、見向きもし

ない態度が目立っていたことから、スポーツを観る目

の国際化がまだまだ浸透していないことが伺われた。

研究面では、競技分析プロジェクトが多数立ち上げ

られており、水泳のレース分析についてオーストラリ

アのシステムを会場で見ることができた。キャット

ウオークにカメラを設置し、競技に支障が出ず、より

鮮明な映像を得る工夫、昼夜兼行の分析作業により早

いフィードバックを行うシステムは、わが国で展開し

ているレース分析にも大いに参考になった。ただ、

データの精度の観点から見ると、十数年ノウハウを積

み上げてきたわが国のデータチェックシステムの方が、

遥かに精度が高く、正確であることが伺われた。

オリンピックの運営に関しては､競技場のみならず、

ダウンタウンでもチケットが購入できるシステムをと

り、前売り予約チケット発券と当日券の発券ブースを

写真１２入場チケット

写真１０サッカー予選リーグ

写真１１水泳競技 写真１３博覧会的オリンピック

－４２－



話題提供・活動報告

れらの多くは観客のために用意されたものであり、参

加選手が、より高いパフォーマンスを発揮するための

配慮とは言いがたいものもある。拡大しつづけていく

オリンピック大会のコンセプトを明確にすること、観

客のための企画運営と競技のための企画運営を調整す

ることなどの必要性が示唆される。

活動報告

"SubstrateUtilizationinMan”

～TheLactateShuttle～

講演者：GeorgeA・Brooks教授

(UnivofCalif:,Berkeley,Dept・oflntegrativeBiology）

田口貞善（京都大学大学院人間・環境学研究科）

平成12年７月に開催された第８回日本運動生理学会この仮説を証明するための研究を行ってきたわけです

と第16回日本バイオメカニクス学会合同大会(全日空が、これらの成果は1991年のＡＣＳＭのシンポジウム

ゲートタワーホテル大阪）に招待講演で来日されたで“Cun℃ntConceptsonINLactateExchange”とし

Geol官eABmoks教授を京都に招いて、京都体育学会て大成され、またその後の研究を含め、確立するまで

でセミナーを７月27日に開催した(京都大学大学院人の研究経過は昨年のMedicmeandSciencemSpoltsand

間・環境学研究科地下大講義室において)。Exerciseに“Inm-andextla-ceUularlactateshuttles，，

Brooks教授は現在、UniversityofCalifbrnia，と題してreviewされています。又、最近はIntra-

Belkeley,ＤepartmentoflntelngmtiveBiologyの教授でmyocytelactateshuttleの新しい考えを提案され､さら

あり、これまでの先生のご研究は180編以上の論文ににmitochondnallactate(monocarbo】gdate)tmnspoltel召

発表されています。研究は、一貫して筋代謝についてについて研究が進められています。これらの一連の研

であり、lactatemetabolismについての研究でありま究を親切にご説明いただき、身近に拝聴できたことは

す｡中でも先生は｢LactateShuttle｣の考えをベルギー会員の皆様とともに感激するものでありました。

のリュージュで開かれた1984年の第１回国際比較生

理・生化学学会（FirstInternationalCongressof

ComparativePhysiologyandBiochemistly）で発表さ

れて以来、乳酸が終末の代謝老廃産物ではなく、十分

なaerobic条件下でも生産され､エネルギー源として利

用されるという理論で､乳酸は主要なgluconeogemcな

前駆体であるという考えを示されました。これは

ＡＶＨｎｌやOMeyerhofが「筋における熱発生や乳酸

生成と酸素との相関関係」のノーベル賞受賞対象と

なった発見を覆す新たな知見であり、大きな貢献であ

ります。この考えが認められるまでいろいろの角度か

ら多くの実験がなされ、もちろん他の多くの研究者も 講演中のジョージ・ブルックス教授

－４３－
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活動報告

レニアム京都の健康と運動セミナー二
へ

寺田光世（京都教育大学）

市内の散歩コースの設定と散歩時のカロリー消費、心

拍数、血圧を、そして家森氏は脳卒中、心臓病、ガン

にならないための食事についてお話された。

当日の時間の関係から講演終了後にフロアーで質問

を受ける形になったが､多くの聴衆から質問が出され、

講演内容に対する大きな反響を実感することができた。

後日、市民スポーツクラブに所属する58歳の主婦の

方から企画委員の岡尾氏のもとへ手記が届けられので、

ここで原文のまま紹介したい。

「高齢化が進んで行くので、いつまでも元気で生活が

出来る様にと、昨年10月頃より週３回1時間程４人で

歩いています｡その時パンフレットを見て､森谷先生、

田口先生、家森先生の生活習慣病における運動、心と

からだのリフレッシュ等をお聞きして少しでも参考に

していきたいと思い参加しました。生活習慣における

運動の中で、私達がとりあえず歩くと言う事は良いこ

とと聞き、出来るだけ長く続けられる様にとついつい

年と共に体が動くのが大変になりがちなので気をつけ

る様にと思った。食事にしても出来るだけ食塩分を控

えめにして老後痴呆にならない様に注意していきたい

と思いました」

講師の先生方、京都市の関係各位、ならびに支援下

さった学会内外の方々のお陰をもって有意義な事業を

開催することができ、心からお礼を申し上げます。な

お、１３年度以降についても開催の可能性を引き続き検

討することになっています。諸先生方のご意見を聞か

せていただければ誠に幸いです。

第８回京都シテイーハーフマラソンの関連事業のひ

とつとして「ミレニアム京都の健康と運動セミナー」

と銘打つ講演会が３月１０日に開催された。

この講演会は京都市、京都体育学会、京都シテイー

ハーフマラソン実行委員会の３者共催および佐川印刷

株式会社の協賛のもとで、マラソン前日の「みやこ

めつせ」での開会式に先立って同会場第１ホールで開

催され、一般市民170名と本学会員30名が参加し、有

意義な事業になった。

本事業の開催に至るまでの経過としては､平成11年

度の理事会において、まずシンポジウム企画委員会を

組織し、この委員会が学会年次事業としてのシンポジ

ウムの企画にあたった。学会の学術的成果を少しでも

一般市民に還元できるような行事が必要であるとの意

見が委員から出され、市民スポーツイベントに連携さ

せることや、スポーツと健康に関連させた内容が適当

であるとし、シテイーハーフマラソン関連事業にする

ことを京都市に申し入れた。京都市からもこの企画に

賛同を得ることができ、この事業を共催する運びに

なった。

講演テーマと講師は、（１）生活習慣病における運動

の役割（京都大学、森谷敏夫氏)、（２）京にみる散歩

道(その１）心とからだのリフレッシュ・鴨川河畔(京

都大学、田口貞善氏)、（３）栄養で予防できる生活習

慣病、～地球を歩いて見つけた長寿の秘訣～（京都大

学、家森幸夫氏）の３題であり、森谷氏は特に運動の

果たす予防医学的効果をとりあげられ、田口氏は京都

－４４－



活動報告

｢生活習`慣病における運動の役割」

応用生理学教室教授森谷敏夫、ＰｈＤ,ＦＡCSM
(京都大学大学院人間・環境学研究科）

超高齢化社会を急速に迎えつつある我が国では、悪

性新生物（癌）と心臓・血管系疾患（心筋梗塞、脳梗

塞、脳卒中など）および痴呆症が益々問題になってき

ます。その他に、糖尿病、骨粗霧症、高血圧、高脂血

症(高コレステロール血症)、肥満症などの成人病に罹

る人が益々増加し続けているのが現状です。厚生労働

省は、これらの成人病を「生活習'慣病」と位置づけ､国

民に啓蒙しようと試みているところです。言い換えれ

ば、遺伝的素因に不適切な生活習慣（食事、運動、休

養）が複雑にからんで発生する病気が従来からいわれ

ていた成人病の本体であることを明確にしたわけです。

特に｢運動不足病」とも言われるこれら生活習慣病は、

高度な機械文明の発達した国々に顕著に認められるこ

とから、別名「サミット病」とも呼ばれています。

誰よりもこの運動不足病に悩まされるのが宇宙飛行

士です。無重力にさらされる宇宙飛行士の生理的な変

化を地球にいる間にシミュレーション（疑似実験）し

て予めどんな変化が体に起こるのかをアポロ計画の前

に行った有名な完全休養実験の結果では、呼吸循環器

系の機能を示す最大酸素摂取量（約30％低下)、最大

心拍出量（約26％低下)、最大換気量（空気を肺に取

り込む量、３０％低下）の著しい機能低下が起こること

がわかったのです。通常、これらの心臓循環系の機能

は、２０歳頃をピークとしてその後、加齢とともに毎年

約１％ずつ低下する事がわかっています。この様に考

察しますと完全休養を３週間行った青年の心臓循環器

系の機能水準は、一気に30歳近くも“老化，,したこと

なります。また、体重がゼロの状態になってしまう無

重力の世界では､心臓の大幅な機能低下､骨粗議症､糖

尿病、肥満、自律神経失調症などの症状が現れること

が知られています。

中高齢者が骨粗霧症、軽度の脳梗塞、その他の疾患

で入院・看護ざれベッドで完全休養の状態になって、

すでに老化で弱っている心臓循環系の機能が更に低下

し、ついには今最も社会的問題になってきている“寝

たきり老人”や“痴呆症,，になってしまう可能性がい

かに強いか納得できるでしょう。また、中年男・女性

に見られる肥満は糖尿病､高血圧症､虚血'性心臓疾患、

脳血栓などの起因になるだけでなく、肥満度が高いほ

どいろいろな病気に罹りやすく、短命であることはよ

く知られた事実です。これは肥満に起因する高血圧状

態が続くと、血管壁に大きな圧力がかかり動脈硬化を

起こしやすくするためです。動脈硬化は血管壁に脂肪

やカルシウムの沈着、潰瘍形成、出血、線維化などの

病変によって引き起こされるものです。また運動不足

で脂肪のだぶついた高コレステロール血症では、血液

の粘稠`性（粘度）が高くなり、血液が凝固しやすくな

るので、脳梗塞の原因になる血栓（血の固まり）形成

を促進します。それ故、高血圧と肥満を同時に合併す

ると、脳血管障害、特に脳血栓を起こす危険'性が高く

なるので、将来的には脳血管`性痴呆の出現にも大きく

関係してくる可能性が強くなってきます。

脳血管性痴呆の多くは脳卒中や小さな多発性の脳梗

塞によるものであり、この様な脳血管障害を予防する

ことが、ボケの予防上もっとも確実な方法であると考

えられます。ボケを誘発する脳血管障害は、ほとんど

例外なく脳の血管の老化によるものなので、脳の動脈

硬化の最も代表的な危険因子である、高血圧症と高脂

血症(高コレステロール血症)にならないような生活・

食・運動習慣を保つことがボケの予防はもちろん、そ

の他の成人病を予防することになります。

ハーバード大学のパッフェンバーガー博士らの研究

や８万人以上の女』性を対象にしたマンソン博士らの研

究で、習`慣的運動の継続が心筋梗塞、糖尿病などの病
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京都体育学研究第１７巻平成１３年５月

役に立つ医学ではなく、健康なうちに役立つ予防医学

の発展が今後の大きな社会的ニーズになるでしょう。

「生きている時は元気に､死ぬ時はポックリと」を実

現するには、人生の早い時期から罹らなくてもよい病

気には罹らないように予防することが最も大切です。

からだが中途半端に元気な時に大病を患うと、辛く、

長～い長～い闘病生活を強いられることになります。

健康にまったく無関心で､暴飲暴食､｢俺は太く短く逝

くんや」といっても、今はそう簡単に死ねないのです。

医学の進歩で、若い時にポックリ死ぬことは大変難し

いのが現状です。積極的に健康を管理して寿命がくる

までは元気に生活して、お迎えがくればポックリ逝け

るようにするのが２１世紀の医学、予防医学なのです。

気にたいして統計学的にも明らかにその危険度を軽減

することが示きれています。興味深いことに、糖尿病

の場合、遺伝的要因（家族歴)、肥満、高血圧症などの

発症の危険因子が高い人ほど運動の予防医学的効果が

顕著に現れていることです。

ギリシャ時代のヒポクラテスから継承された治療医

学は病気になって初めて診断して治療をする患者を前

提としてきました。しかし心筋梗塞、脳梗塞その他の

病気に罹り、一命を取り止め、懸命のリハビリをして

も体や言葉が自由にならず余生を過ごす人々も現実に

はたくさんおられるわけです。

２１世紀の超高齢化・超運動不足社会を迎えるに当

たって医学は一大転換期にさしかかっています。それ

は患者を前提としない医学です。患者になって初めて

京にみる散歩道（その１）

心とからだのリフレッシュ・鴨川河畔

田口貞善（京都大学大学院人間・環境学研究科）

昨今、ウオーキング（いきいき散歩）の奨励で中高散歩道は京都人の最も親しみのあるの鴨川河畔を選ん

年者の健康・体力の増進を計ろうという試みが盛んでだ。出発点は鴨川の東側、川端東一条であり、河畔を

ある。その根拠には散歩は中高年にとって安全で十分南下し、五条通までのコースを往復することとした。

にエアロビックとしての生体負荷が望むことができ、この往復距離は平均歩行速度(75～80ｍ／分)から約

関節等にかかる負荷も少なく外科的な障害が起こり難7000ｍであり、時間にして約80分を要した。健康に

いという利点がある。また、数名で会話をしながら運必要な一日の最低身体活動量は約３００消費キロカロ

動できるという「コミニケーション軽運動」で、コミリーに相当し、１週間で約2000消費キロカロリーとな

ニケーシヨン文化を大切にする中年女`性にとっては運る。このウオーキングに要した消費カロリーは時間と

動を習,慣化する上では散歩の役割は大きい。 距離から約320キロカロリーに概算できる（４キロ力

そこで、今回の「ミレニアム京都の健康と運動セミロリー／分×８０分)。逆に300キロカロリーに相当す

ナー」の計画主旨に沿い、京都体育学会と京都市文化る散歩道を設定したわけである。

局市民スポーツ振興室との共同で健康を総合的に増進セミナーでは鴨川河畔を中心に話を進めたが、この

するような推薦｢散歩コース」を思索してみようと、そ河畔で測定を行う前に予備実験として､｢京大から哲学

の第一歩として散歩中の血圧、心泊數、推定消費カロの道｣、多少、強度がきつい「八坂神社から二年坂を

リーを京都大学総合人間学部小田研究室と大学院人上っての清水寺」のコースを選び、測定を行った。両

間・環境学研究科田口研究室で測定することにした。コースで貴重な資料を得たが、景観は大変良く心理的
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活動報告

リラックスが期待できたが、両コーストとも全国的に

知られた観光地であり、人が多すぎ、混雑で、ストレ

スフルで散歩の生理的好影響が半減し、朝夕の時間帯

に制限される難点多しのコースと考えられ、本測定に

は鴨川河畔を選定した。

鴨川河畔で得られた資料で先ず心拍数をみると、往

路ではウオーキング開始から１５分まで急激に上昇し、

約95拍／分に達する。その後この水準を維持された。

時間は45分を要している｡復路では歩行速度が少し速

くなり、約20分間、心拍数は継続して上昇し、２０分

後には約100拍／分に到達している｡往路にくらべて、

10分ちかく所要時間も短くなり、運動強度は増加し、

分当たりの消費カロリーは多くなったが､総消費量は

往路にくらべあまり変化しかった。しかし、血圧の反

応はほとんど全体を通して一定していて、約

140mmHgであり、運動中の中高年に観られる運動`性

急激反応もなく、安全性が確認された。中高年での運

動実施に当たり、心拍変動より血圧の急激な上昇を伴

わない運動処方が大切であるが、散歩の良さは血圧反

応からも明らかである。また、せせらぎの音、対岸に

見る長閑な語らい、古き歴史を思い巡らすこんな一時

は疲れた自律神経系を癒し、その調整をしてくれそう

である。事実、森林浴と人工気候室では同じ物理的気

候条件であってもストレスホルモンであるコルチゾー

ルの濃度は森林浴の方が低いという報告がある｡また、

タイワンヒノキ材油の吸入による血圧反応をみるとオ

イゲノールに比べて血圧がより低下し、また心拍数の

上昇も少ない。このように散歩による効果は単なるエ

ネルギー消費量による生体負荷としての効果だけでは

なく自律神経系への調整という現代人の働き者への安

らぎとして役割は大きい。この実験を進めるにあたり

オムロン株式会社から簡易血圧・心拍数測定器を借用

した。ここに謝意を表します。
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栄養で予防できる生活習'慣病、

地球を歩いて見つけた長寿の秘訣

家森幸男（京都大学大学院人間・環境学研究科）

がってきた。長寿国である日本のなかでもとくに沖縄

は平均寿命が国内でも長いが、これは、沖縄の食生活

が、世界の中でもとくに優れているためであった。沖

縄の人々が好んで食べる魚（魚油のＤＨＡ)、大豆（胚

軸のイソフラポン)、海藻(わかめの食物繊維)などが、

それぞれ、高血圧を防止し、骨のカルシウム含有量の

低下を抑え、コレステロール値の上昇を防ぐ効果をも

たらしていた。

日本人にとっては、風土の恵みともいえる伝統食の

魚、大豆、海藻をこれらとよくあう主食のご飯ととも

に食べ、それに加えて新鮮な野菜、果物をとっておけ

ば、脳卒中、心臓死を少なくして、寝たきりも痴呆も

予防し、確実に長寿を楽しむことができるのである。

健康と長寿は人類の永遠の夢である。筆者たちは、

脳卒中を遺伝的に100％おこすラットを開発し、動物

実験を重ねた結果、たとえ遺伝素因があっても、栄養

さえよければ､脳卒中に生涯ならずにすむという事実

を明らかにした。このことを人間で確かめるために、

筆者はＷＨＯ（世界保健機関）による国際共同研究を

提案し、1985年より世界数十カ国を回って、世界の

様々な集団の疾患と栄養との関係の調査を行なってき

た。高血圧のないアフリカのマサイ族や、コーカサス

やシルクロードの人々、中国の広州の人々などの研究

から、高血圧の少ない地域の人々は、食塩の摂取が少

ないことが明らかになった。また、食塩の害を打ち消

すカリウムを野菜や果物からとる必､要性が浮かび上
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京 体育学会会都 則

昭和27年７月５日制定施行
昭和37年６月９日改正
昭和41年６月６日改正
昭和49年４月１日一部改正
昭和54年４月１日一部改正
昭和55年４月１日一部改正
昭和60年４月１日一部改正
昭和62年４月１日一部改正
平成５年４月１日一部改正
平成９年４月１日一部改正
平成10年４月１日一部改正

1．総則

この会を京都体育学会（KyotoSocietyofPhysicalEducatio､）と称する。この会は日本体育学会京都

支部を兼ねる。

この会は体育に関するあらゆる科学的研究をなし，体育学の発展を図り，体育の実践に寄与することを

目的とする。

この会に専門分科を置くことができる。

１．

２．

３．

２．会員

４．この会は前条の目的に賛同する個人および団体をもって組織する。

５．会員は正会員および購読会員とする。正会員には学生会員をおくことができる。正会員になるには正会

員の紹介と理事会の承認を要する。

３．機関

この会の運営は次の機関による

（１）総会（２）役員会（３）理事会

通常総会は毎年１回これを開き，当日の出席会員をもって構成する。

総会は正会員中より役員として会長（１名），副会長（２名），理事（若干名）および監事（２名）の

選出を行うほか，役員会の提出する重要事項を議決する。

総会は会長が招集する。

本会は総会の承認をえて，顧問および名誉会員を置くことができる。

役員会が必要と認めた場合，または会員の要求があって理事会が適当と認めた場合には，臨時総会を開

くことができる。

役員会は会長（会長事故があるときは副会長）がこれを招集し，会の運営方法を審議する。

理事会は理事長および会計理事（２名）と庶務理事（１名）を選出する。理事会は会務を処理する。

役員の任期は２ヶ年とする。ただし重任を妨げない。

総会および役員会の議事は出席者の過半数をもって決する。
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４．事業

14．この会の目的を達成するために次の事業を行う。

（１）学会の開催（２）研究会，講演会等の開催

（３）機関誌「京都体育学研究」の刊行

（４）その他この会の目的に資する諸事項

15．研究会は毎年１回以上これを開き，研究成果の発表を行う。

16．機関誌「京都体育学研究」の編集は編集委員が担当する。

５．会計

17．この会の経費は次の収入によって支出する。

（１）会員の会費（２）事業収入（３）他より助成金および寄附金

１８．会費の額は別に記す。名誉会員は会費を免除する。

19．この会の会計年度は毎年４月１日より翌年３月末日とする。

６．附則

この会の事務局は原則として理事長の所属する学校に置く。

この会の会則は総会の議決により変更することができる。

この会則は，平成１０年４月１日から実施する。

20.

21.

22.

記

会費（１）正会員年額2,000円

講読会員年額1,000円

（昭和62年４月1日より）

なお、日本体育学会会員は定められた会費がこれに加わる。

京都体育学会事務局

〒612-0863京都市伏見区深草藤森町ｌ

京都教育大学寺田光世研究室

TeLO75-644-8288

Fax、075-645-1734（事務室）

郵便振替口座番号01070-7-23829

加入者名京都体育学会

＊退会・転出・転入・通勤先変更・転居等については，日本体育学会事務局へ直接届けると共に，京都体育

学会事務局か、庶務（P52）までご連絡ください。
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京都体育学会専門分科会規程

昭和４１年

昭和42年

昭和43年
昭和49年

昭和54年
昭和58年
昭和62年

正
正
正
正
正
正

改
改
改
改
改
改

定
部
部
部
部
部
部

制
一
一
一
一
一
一

体育に関する専門分野の研究推進のため，京都体育学会（以下本会という）会則第３条の規定によって

専門分科会（以下分科会という）を置く。

分科会は原則として，専門分野を同じくする10名以上の本会会員をもって組織し，世話係を選出する。

分科会は世話係および分科会会員名簿を本会会長に提出し，役員会の承認をえて成立する。

分科会は，年数回その専門分野について研究会を開き，その成果を毎年支部学会において報告しなけれ

１．

２．分科会は原則として，専門分野をl可

3．分科会は世話係および分科会会員宅

4．分科会は，年数回その専門分野につ

ばならない。

5．各分科会には年6,000円を補助する。

連絡先専門分科会

発育発達

世話人

小島広政 京都産業大学体育教育研究センター（TELO75-701-0277）

事務室（THJO75-701-0266）

〒603-8555北区上賀茂本山

京都大学総合人間学部（ＴＨＤ75-753-6876）

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都工芸繊維大学繊維学部（TmD75-724-7741）

〒606-8585京都市左京区松ケ崎御所海道町

同志社大学（TELO774-65-7510）

〒610-0394綴喜郡田辺町多々羅都谷1-3

京都薬科大学（TmJO75-595-4675）

〒607-8414京都市山科区御陵中内町５

立命館大学（TELO75-464-llll）

〒603-8577京都市北区等持院北町

京都教育大学（ＴＨＤ75-644-8280）

〒612-0863京都市伏見区深草藤森町１

小田伸午運動生理

野村照夫バイオメカニクス

体育社会・心理 横山勝彦

体育指導 浜崎博

体育原理・体育史 岡尾恵市

体育経営管理 中比呂志

－５１－



｢京都体育学研究」編集委員会に関する申し合せ

平成12年６月３０日改正

編集発行の責任者は会長である。

編集委員会は編集委員１０名で構成する。

編集委員は理事会で選出する。

編集委員長は編集委員の互選による。

審査員は編集委員会が依頼した会員があたる。

論文の寄稿を受けた場合、編集委員会は郵送消印日付の寄稿論文受領書を寄稿者あてに送付する。
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掲載の可否は後日通知する旨を付す。

7．編集委員会の決定事項は理事会に報告する。

8．申し合せ事項を変更する時は理事会にはかる。

移動による変更がありましたら、下記の所までお知らせ下さい。

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町京都大学総合人間学部小田伸午(庶務理事）

電話075-753-6876FAXO75-753-6734E-mail:oda@lifehkyoto-u・ac・jｐ

－５２－



執筆要項

1．論文の長さは，文献・図表・abstractを含め８ページ（400字詰原稿用紙で30枚）までとする。但し

超過した場合その費用は執筆者負担とする。

2．本誌論文の原稿執筆にあたっては，下記の事項を厳守されたい。

（１）原稿は，市販の横書原稿用紙（Ｂ５判400字詰）に清書し或いはワードプロセッサ（Ａ４判40字×

２０行，１５枚）により作成し提出する。

原稿は，１枚目：題目・英文標題，２枚目：著者名とそのローマ字名，著者の所属名とその正式英語

名及び所在地（英文字)，所属の異なる２人以上の場合著者名の右肩に＊，＊＊，・・・印を付して，

脚注に＊，＊＊，・・・印ごとに所属名とその正式英語名及び所在地（英文字)，３枚目：英文要約

（タイプ用紙ダブルスベース250字以内)，４枚目：和文要約（編集用；英文要約と同一内容)，５枚目

以降本文，注記，参考文献，図・表の順に書く。

（２）外国人名・地名等の固有名詞には，原則として原語を用いること。固有名詞以外はなるべく訳語を用

い，必要な場合は初出のさいだけ原語を付すること。

（３）数字は算用数字を用いること。

（４）参考文献の引用は「京都体育学研究」執筆要項補足による。（京都体育学研究第７，８巻参照）

（５）注記は，補足的に説明するときのみに用い，本文中のその箇所の右肩上に註１）註２）のように書き

本文の末尾と文献表の間に一括して番号111頁に記載する。

（６）図・表は１枚の用紙に１つだけ書く。また図と表のそれぞれに一連番号をつけ，図１，表３のように

する。（上記要項補足参照）

（７）図の原稿は半透明のタイプ用紙または淡青色方眼紙に黒インキで明瞭に書くこと。写真は明瞭なもの

を提出すること。

（８）図や表は本文に比べ大きな紙面を要する（本誌１ページ大のものは原稿用紙4.5の本文に当たる）か

ら，その割合で本文に換算し全ページ数の中に算入すること。

（９）参考文献の書き方は以下の原則による。

文献記述の形式は雑誌の場合には，著者名（発表年)，題目，雑誌名，巻号，論文所在頁；単行本の

場合には，著者名（発表年)，書名，版数，発行所，発行地，参考箇所の頁の順とする。また記載は

原則としてファースト・オーサの姓（familyname）のABC111頁とする。なお，上記要項補足参照。

（１０本文が欧文の場合には上記要項に準じ，著者名と所属名は和文でも記入し，和文要約は掲載用となる。

京都府京田辺市多々羅都谷1-3

同志社大学京田辺校地教務事務室体育係気付

ＴＥＬＯ７７４－６５－７５１０ＦＡＸＯ７７４－６５－７５１９

｢京都体育学研究」編集委員会〒610-0394

－５３－



｢京都体育学研究」編集・投稿規定 昭和60年４月４日制定

1．「京都体育学研究」（英文名I、'otoJoumalofPhysicalEducation,以下本誌）は，京都体育学会

の機関誌であり年一回以上発行する。

２．本誌は本学会会員の体育・スポーツに関する論文の発表にあてる。編集委員会が認めた場合に

は会員以外に寄稿を依頼することもできる。

３．１編の論文の長さは本誌８ページ以内を原則とする。

４．原稿は，所定の執筆要項に準拠して作成し，原著・資料などの別を指定して編集委員長あてに

提出する。原文のほかにコピー２部提出する。

５．投稿論文は，学術論文としてふさわしい内容と形式をそなえたものであり，かつ未公刊のもの

でなければならない。

６．投稿論文は編集委員会が審査し，その掲載の可否を決定する。

７．原稿の印刷において規定のページ数を超過した場合，あるいは，図版・写真などとくに費用を

要するものは，その実費を執筆者の負担とする。

８．別刷は校正時に希望部数を申し出ること。実費により希望に応じる。

９．本誌の編集事務についての連絡は，「京都体育学研究」編集委員会あてとする。

10．編集委員会は理事会において編集する。
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京都体 育 学 会 役員

(晉蝿;謹壽｢霧）
(京都教育大学名誉教授）

名誉会員 川畑愛義

未利博

万井正人

竹内京一

山田敏男

蜂須賀弘久

倉敷千稔

伊藤稔

川井浩

田口貞善

藤田登

中村榮太郎

岡尾恵市

小田伸午

小島広政

寺田光世

中井誠一

野原弘嗣

長谷川豪志

浜崎博

八木保

山下謙智

大山肇

伊坂，忠夫

(京都大学名誉教授）

(京都教育大学名誉教授）

(京都工芸繊維大学名誉教授）

(京都教育大学名誉教授）

(同志社大学名誉教授）

(京都大学名誉教授）

(京都大学名誉教授）

(京都大学）

(同志社大学名誉教授)

(京都大学）

(立命館大学）

顧 問

会

長
長

会

事理

(京都大学）……庶務理事

(京都産業大学）……会計理事

(京都教育大学）..…･理事長

(京都女子大学）

(京都教育大学）

(京都産業大学）……会計理事

(京都薬科大学）

(京都大学名誉教授）

(京都工芸繊維大学）

(京都外国語大学）

(立命館大学）

事監
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編集後記

「京都体育学研究」第17巻をお届けします。第17巻は、原著論文３編、資料（論文）1

編の計４編となりました。

ご存知のことと思いますが、「日本体育学会」の欧文名称が“JapanSocietyofPhysical

Education,HealthandSpoltSciences”となり、「体育学研究」の名称も“JapanJoumal

ofPhysicalEducation,HealthandSpoltSciences，，となりました。なにも日本体育学会に

追従する必要はさらさらありませんが､一考してみてもよいのではないかとも思っておりま

す。もし、お考えがあれば是非おきかせ下さい。又、２１世紀に向けて、OIiginalityに満ち

た論文の投稿を強く願っております。

（藤田登）
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登(委員長）

尚

岡尾惠市

山下謙智

小田伸午

芳田哲也

く五十音順＞

Editer-in-Chief

NoboruFUJITA,DoshishaUniversity(ProfbssorEmeritus）

Kyotanabe,Kyoto610-O394,Japan
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ｎｕｄａｏｌＳＨＩＫＵＲＡ,DoshishaUniversity
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ShingoODA,KyotoUniversity

HiroshiHAMAZAKI,KyotoPharmaceuticalUniversity

NoriyoshiYAMASHmk,KyotolnstituteofLchnology

LtsuyaYOSHIDA,Kyotolnstituteofnchnology

YilkoYONEDA,DoshishaUniversity

HisashiWADA,KyotoUniversityofEducation

京都体育学研究第１７巻

平成１３年５月２６日印刷

平成１３年５月３１日発行

編集発行者田口貞善

印刷者株式会社あおぞら印刷

京都市中京区西ノ京原町1５

発行所 京都体育学会

〒612-0863京都市伏見区深草藤森町１

京都教育大学寺田光世研究室気付



品一Ｖヌーのご本別

からだを動かすしくみ
運動生理学の基礎からトレーニングまで

中本哲・井澤鉄也・若山章信著
健康志向の影響から運動の重要'性が指摘されて久しいそのため，スポーツ指導者やそ

のような職種を志望する学生にとっては，「運動が体に与える影響あるいは運動すること

により体はどのような変化を示すのか．からだを動かすしくみはどのようになっているの

か」という疑問に対して多くの関心を寄せていることであろう．しかし，用語や講義内容

の関連づけが難しいという学生の方々の声もある．そこで，本書ではこれらの問題を含め

運動生理学の入門書的な意味合いを念頭に置いて各章毎に概要を示した．

B5判･150頁定価(本体2,500円十税）

lllilllil入門運動生理学鷆旧篁儲定価(本体2,200円十税）
運動生理学は「運動によってからだにどのような変化が生ずるのか，その現象としくみを研究する学問」である．専門と
しての運動生理学よりも生活科学としての運動生理学を，わかりやすさを第一としている．初版に不足していた内分泌に

関わる内容を「第７室運動とホルモン」という章を設けて補充し，本書全体の構成のバランスを図った．また，図表，
文章などに小改訂を加えた．

轍最大酸素摂取=の科学鐵讓嬬角辮税）
最大酸素摂取舅は，今曰では老若男女の体力や健康の重要な指標としての意味をもつようになってきた、曰常生活の中
で疲労を感じないで高い水準で仕事に集中したり，各種のスポーツに興じるためにはそれなりの最大酸素摂取鬘をもつこ
とが，余裕をもって運動ができることを保証するからである．今回の改訂では，項目を追加するとともに，新に動物の
Ｖｏ２ｍａｘの章を起こし，各章や表に最新の情報を多く取り入れた．

疾走能力の発達熟鵜鱸定価(本体4,500円+税）
疾走能力とはなにか？疾走能力はどのようにして発達し，どのような変化をとげるのか？長年にわたり，幼児から￣流
スプリンターまでの「疾走能力」を探究し続けた著者らの研究を，１冊にまとめた．

Ｉ人間の運動発達と疾走能力/２.成長にともなう疾走能力の発達/３疾走能力の優れた子どもの発達的特徴／

４一流スプリンターの疾走能力/５疾走能力と素質/６疾走能力と筋の発達特性

５１巻S月号スポーツにおける体幹の働き

体幹筋の機能解音l｣……………………………………川野哲英

身体重心と体幹の働き………………………………大道等

体幹深部筋である大腰筋と疾走能力との関係……久野譜也

筋電図から見た体幹筋の働き………………………吉澤正尹

走i重動時の体幹の役害Ｉ……･……………………･･小木曽一之

打球スポーツと体幹の働き…………………………平野裕一

柔道選手の体幹捻転力…･………………･……･……岡田弘隆

体幹筋群のマシントレーニング法･…･…………･…小林寛道

体幹の補強運動…･……………･…………………･…繁田進

定価(本体950円十税）
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(２００１年）

２１世紀における
体言・スポーツのビジョン

運動と免疫
運動と複雑系・カオス

高地トレーニング・低酸素トレーニング

競技者のトラブルとその予防・対策

スポーツにおける体幹の働き
近赤外線分光法と組織酸素

動きを計>則する
～データ収集と処理の進歩～

運動と遺伝子
各卜定価(本体950円十税）
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